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会 告　日本建築協会

日　時：2018年1月18日（木）
　　　　9：00～17：30
会　場：大阪府建築健保会館
　　　　6Fホール
　　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
　　　　TEL：06-6942-3622
定　員：100名（先着順）
受講料：15,000円（含テキスト代  税込）
　　　　※テキスト当日配布

■申込方法
FAXまたはE-mailにて、
①催し名「実務講習会」
②受講者氏名（年齢）
③事業所名
④受講票送付先住所
⑤担当責任者
⑥E-mailアドレス
⑦電話番号
⑧受講料支払方法
　（銀行振込、郵便振替、等）
⑨ CPDを申請される方は、申請先の団
体名と参加者IDをお知らせ下さい。
受講料は、前納制となっておりますの
で、併せて銀行振込、郵便振替等で納
入して下さい。受講料入金確認後、受
講票を送付します。
なお、当会HPからもお申込いただけます
ので、http://www.aaj.or.jpをご覧下さい。

■申込先
（一社）日本建築協会（担当　内山）
〒540-6591
大阪市中央区大手前1-7-31 OMM7F
TEL：06-6946-6981
FAX：06-6946-6984
E-mail：jigyoka@aaj.or.jp
URL：http://www.aaj.or.jp
＜振込先＞
●三井住友銀行
　大阪中央支店　普通　0860034
●三菱東京UFJ銀行
　瓦町支店　普通　0210054
●りそな銀行
　北浜支店　普通　0272234
●郵便振替口座　00910-9-39975
名義　シャ）ニホンケンチクキョウカイ
　　　一般社団法人日本建築協会

■趣旨と内容
● 本講習会は、建設業はもとより、官
公庁・設計事務所・設備会社など幅
広い分野の中堅以下の技術者を対象
としたものです。
● 現場実務の基礎である「施工計画」
と「仮設見積」に重点をおき、講義
します。
● 都市環境の変化に伴う法令・基準の
改正なども加え、技術の進歩に即応
した知識の習得をはかります。

■科目・講師

施工計画
川井　裕基　氏
鹿島建設㈱関西支店

建築部建築工事管理グループ担当部長

柏木　隆男　氏
㈱松村組本社

建築本部建築部部長

施工計画は、品質を確保し、安全で能
率よく経済的に本体工事を進める鍵を
にぎっています。この講習会では、仮
設から地下、躯体、仕上、設備にわた
り、適切な施工計画の要点をわかりや
すく解説します。

仮設見積
阿字地正人　氏
㈱大林組大阪本店

建築事業部生産技術部計画第二課長

仮設工事費は、非常に把握しにくい面
があって、ついつい単位面積当たり、
あるいは請負金比率のみで処理されが
ちです。施工計画に基づいた合理的で
迅速な見積方法を解説します。

平成29年度
建築工事実務講習会

この講習会は、建築CPD情報提供
制度認定プログラムです。
（公社）大阪府建築士会（6単位）
（公社）日本建築家協会（6単位）

■講習会会場〈大阪府建築健保会館〉
交通：地下鉄谷町線・中央線谷町
四丁目駅 8号出口より徒歩 5分
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日　時：2018年1月24日（水）
　　　　9：30～17：00
会　場： 名古屋商工会議所ビル・9階

（愛知建築士会内）
　　　　名古屋市中区栄2-10-19
定　員：60名（先着順）
受講料：15,000円（含テキスト代  税込）
　　　　※テキスト当日配布

■申込方法
FAXまたはE-mailにて
①講習会名
②〒・住所
③受講者氏名（年齢）
④事業所名
⑤申込担当者名
⑥電話番号
⑦FAX番号
⑧E-mailアドレス
⑨受講料支払方法（銀行振込等）
受講料は前払制となっていますので、
併せて銀行振込等で納入して下さい。
受講料入金確認後、受講番号をE-mail
またはFAXで通知します。なお、日本
建築協会東海支部HPから受講申込書の
ダウンロードができますので、http://
www.aaj-tokai.jpをご覧下さい。
■締切日　2018年 1月16日（火）
　但し、定員に達し次第締め切ります。

■申込先
（一社）日本建築協会　東海支部
〒460-0008
名古屋市中区栄2-10-19
名古屋商工会議所ビル・9階
（愛知建築士会内）
TEL：052-201-2201
FAX：052-201-3601
E-mail：info@aaj-tokai.jp
URL：http://www.aaj-tokai.jp

＜振込先＞
●三菱東京UFJ銀行
　栄町支店（普通　0167157）
　シャ）ニホンケンチクキョウカイトウカイシブ
　一般社団法人日本建築協会東海支部

■趣旨と内容
●本講習会は、官公庁・設計事務所・
建設業をはじめ、設備・営繕など幅広
い分野の技術者を対象としたものです。
●とくに取り付きにくい施工計画と仮
設見積、現場実務の基礎である積算業
務に重点をおき、講義します。
●都市環境の変化に伴う法令・基準の
改正なども加え、技術の進歩に即応し
た知識の習得をはかります。
●積算業務では具体例より、その着工
準備から完成に至るまでをわかりやす
く解説します。

施工計画
日吉　智紀  氏
清水建設㈱名古屋支店

生産技術統括部生産技術グループ主査
適切な施工計画を立案できることが建
築現場技術者の必須条件です。安全で、
経済的な施工計画を解説します。

仮設見積
相原　仁史  氏
㈱大林組名古屋支店

建築工事部建築生産技術第一課課長
仮設工事費は、一般には非常に把握し
にくい面があって、ついつい単位面積
当たり、あるいは請負金比率のみで処
理されがちです。施工計画に基づいた
合理的で迅速な見積方法を解説します。

積算業務
木原　陽  氏
㈱竹中工務店名古屋支店

見積部建築第1グループ主任
見積業務のなかで基本となるのは、数
量積算です。この手順・基準を基本に、
より合理的で正確な積算業務を解説し
ます。

日本建築協会東海支部主催

建築工事実務講習会

この講習会は、建築CPD情報提
供制度認定プログラムです。
（公社）愛知建築士会（6単位）
（公社）日本建築家協会（6単位）

■講習会会場〈名古屋商工会議所ビル〉

地下鉄伏見駅

広小路伏見

御園座

錦通伏見

日銀前

三蔵

科学館 白川公園

至金山

若宮北
名古屋高速
白川IC
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名古屋商工会議所ビル
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日本建築協会　会 告

日　時　2018年2月15日（木）
　　　　9：30～17：00
会　場　広島工業大学　広島校舎
　　　　広島市中区中島町5-7
定　員　60名
受講料　15,000円（含テキスト代  税込）
※ テキストは、当日配布させていただ
きます。

■申込方法
FAXまたは中国支部へ直接
①講習会名
②〒・住所
③受講者氏名（フリガナ）
④事業所名
⑤担当責任者
⑥電話番号・FAX番号
⑦受講料支払方法（銀行振込等）
⑧ CPDを申請される方は、申請先の団
体名をお知らせ下さい。
受講料は前払制となっていますので、
併せて銀行振込等で納入して下さい。
受講料入金確認後、受講票をお送りい
たします。
■申込締切　 2018年 2月 7日（水）
　　　　　　（ただし定員になり次第締切）
■受付時間　9：00～17：00
　　　　　　（土、日、祝除く）

■申込先
（一社）日本建築協会　中国支部
〒730-0805　広島市中区十日市1-1-9
（相生通り鷹匠ビル4階山陽工業㈱内）
TEL 082-232-6471
FAX 082-291-2233
E-mail：info@aaj-chugoku.jp
URL：http://www.aaj.or.jp

＜振込先＞
●広島銀行
　本川支店（普通　3424438）
　シャ）ニホンケンチクキョウカイチュウゴクシブ
　一般社団法人日本建築協会中国支部

■趣旨と内容
●本講習会は、官公庁・設計事務所・
建設業をはじめ、設備・営繕など幅広
い分野の技術者を対象としたものです。
●とくに取り付きにくい施工計画と仮
設見積、現場実務の基礎である積算業
務に重点をおき、講義します。
●都市環境の変化に伴う法令・基準の
改正なども加え、技術の進歩に即応し
た知識の習得をはかります。
●「積算業務」では具体例により、そ
の着工準備から完成に至るまでをわか
りやすく解説します。

施工計画
井上　昇  氏
清水建設㈱広島支店

工事長
適切な施工計画を立案できることが、
建築現場技術者の必須条件です。
安全で、経済的な施工計画を解説します。

仮設見積
尾野本　悟  氏

広島工業大学
教授

仮設工事費は、一般には非常に把握し
にくい面があって、ついつい単位面積
当たり、あるいは請負金比率のみで
処理されがちです。
施工計画に基づいた合理的で迅速な見
積方法を解説します。

積算業務
八道　憲一  氏
鹿島建設㈱中国支店

次長
見積業務の中で基本となるのは、数量
積算です。この手順、基準を基本に、
より合理的で正確な積算業務を解説し
ます。

日本建築協会中国支部主催

建築工事実務講習会

■講習会会場
　（広島工業大学　広島校舎）
・ 広電市内電車　袋町または中電前
下車
・広島バス　平和記念公園前下車

本川町

十日
市町

平和記念公園

袋町
土谷総合病院
デネブ高

中電前

平和大通

広島校舎

この講習会は、建築CPD情報提供
制度プログラムです。
建築関連CPD（ 6単位）



02 建築と社会　 2017.12

チラシ封入サービスのご案内
会員限定

貴社の広告チラシを「建築と社会」発送と“同封”しませんか。
チラシをご提供下さい。

料金　1回につき　　　　　　20,000円（税別）
当協会でチラシをプリント（カラー片面）した場合20円／枚必要です。

申し込み方法：申込用紙にご記入いただきFAXまたはE-mailでお送り下さい。
お問合せは（一社）日本建築協会（担当／内山）まで

TEL.06-6946-6981　FAX.06-6946-6984　 E-mail:jigyoka@aaj.or.jp

会社名

ご連絡先
（住所・担当者名・部署名）

住所

担当者名　　　　　　　　　　　　　　部署名

ご連絡先　電話番号・E-mail
電話番号
E-mail：

申込用紙　きりとり

建築と社会
2013  No. 109

1 2日本建築協会

Architecture and S
ociety

特集 ： しくない 空間
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※チラシサイズ：A4版
　パンフレット：20頁程度迄
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今月の表紙

建築家・吉田五十八による水盤の上に建
てられたRC造の寺院本堂。水面から屹
立する列柱、それに囲まれた軒下空間は、
天井の高い開放的な空間である。今まで
の日本建築にはなかった質を持った中間
領域である。
本堂に鎮座する国宝の如意輪観世音菩薩
を中心に、本堂・列柱・水盤・ヤマブキ
の植込みと、建築とランドスケープが同
心円状に空間を形成している。
水盤の底には砕石で紋様が施されている。
表紙の写真はその紋様の一部。

（多田正治）

中宮寺 （1968）

表紙写真　　　　　　山羊　昇
企画・編集　　　　　多田正治
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特集： 時間軸に挑むクリエイター達～時をデザインするということ
【総論】

建築時間論―1000年の視野から建築を考える― ｜　加藤耕一  10

【各論】

1　インタビュー
　  ReBuild New Culture～再利用が生み出す文化とコミュニティ～
 ｜　東野唯史 14

2　「時間のなかの建築」 ｜　能作淳平 16

3　屋根のある公園のような空間がもたらす新たな働き方 ｜　馬場正尊 18

4　「建築と時間」 ｜　長坂　常 20

5　地球の庭―時が移ろう囲まれた聖所― ｜　吉村元男 22

6　「幻の空間と遊ぶ」 ｜　加藤登美子 24

【編集後記】 26

連
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会告 平成29年度建築工事実務講習会（本部、東海支部）
建築工事実務講習会（中国支部） 1

作品作風 神戸海星女子学院マリア幼稚園 4
株式会社ダイセル　iCube 6

gallery 壁画について ｜　川田知志 8

法令コーナー 適用建築物のCASBEEランクを引き上げ
―大阪市総合設計制度改正― ｜　藤村雅典 27

建築と社会を
考える 茶色の街を巡って　持続可能な社会 ｜　阿部浩和 28

設備の頁 HD－PLC（高速電力線通信）に対応した
変圧器基礎技術を確立 ｜　宮川　敬 32

第98集総目録 2017（平成29）年 34

information

開館35周年記念・日中国交正常化45周年記念 特別展「唐代
胡人俑―シルクロードを駆けた夢」／県美プレミアムⅢ　小
企画 JAPAN KOBE ZEROの軌跡／特別展 「ニッポンの写実 
そっくりの魔力」／鉄道絵画発→ピカソ行 コレクションの
ドア、ひらきます 38

月間の動き 平成29年10月 40



ガーゴイルからの雨水を受ける手洗い・足洗い場 保育室と一体となる外廊下

トップライトや吹抜けにより光、風、視線の抜ける外廊下

木の温もりを感じる保育室

南の庭に面する各保育室のテラス



神戸海星女子学院
マリア幼稚園
建　築　主　学校法人 海星女子学院
設計・監理　竹中工務店
施　　　工　竹中工務店

敷地は西宮市内の閑静な住宅街の中にあり、六甲の山並みを望む高台に位置している。
豊かな緑と広い空に恵まれた環境の中、モンテッソーリ教育の場として園児自らが
自由に学ぶことができる多様な居場所を持つ幼稚園を目指した。
卵型の園庭を柔らかく取り囲む半外部空間である外廊下、そこから続くスロープや
階段によって、屋内外が連続し、子どもたちの活動の範囲が広がり、園庭・園舎に
大きな回遊性が生まれる計画としている。保育室は外廊下に沿って、分棟かつ雁行
配置し、子どもたちの活動のきっかけとなるさまざまな居場所をつくり出すとともに、
周囲の住宅のスケールに馴染むよう配慮した。また、分棟配置によって生まれた
すき間は、山や空などの景色の抜けを体感できる空間でありつつ、光や風の通り道
となり、周囲の豊かな自然を感じることができる。室内は床・建具・家具など、
園児の手の触れるところはナラ材を使い、天然木の温もりを身近に感じられるよう
配慮した。このように園内に内外・明暗・大小さまざまな性質を持つ居場所をつくり
出し、各々の場所において日々刻々と変化する自然の移ろいを五感で感じとること
ができる計画とした。豊かな自然の中で、園児たちが様々な共鳴をし、人や自然を
思う気持ちを育む園舎を実現した。

（坂口武司・齋藤華織／竹中工務店）

芝の庭を包み込む伸びやかな園舎

作品作風

所 在 地　兵庫県西宮市木津山町
敷地面積　5,718.44㎡
建築面積　1,263.19㎡
延床面積　1,718.58㎡

構造規模　RC・一部S造　地上 2階建
工　　期　2015年 6月～2017年 3月
最 寄 駅　阪急神戸線　夙川駅
撮　　影　母倉知樹

1 階平面図
1．保育室
2．園児用トイレ
3．外廊下

4．職員室
5．厨房
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外観

所 在 地　兵庫県姫路市網干区新在家1239番
建築面積　  2,839.43㎡
延床面積　13,288.54㎡
構造規模　S造、地上 5階
工　　期　2016年 5月～2017年 2月
最 寄 駅　山陽電気鉄道　山陽網干駅
撮　　影　浅田美浩／ヴィブラフォト

眺望と熱負荷抑制を両立するアルミキャストフィン

外観

5階 テラス



株式会社ダイセル　iCube
建　築　主　株式会社ダイセル
設計・監理　大林組一級建築士事務所
施　　　工　大林組

iCubeはダイセルのイノベーション・パーク内に建つ、新事業創出のための研究・
技術開発を目的とした施設である。社内の複数の部門間の連携、他社との協業を密に
することで、発想力を高め、クリエイティブな活動を誘発する建築を目指した。
敷地は、ダイセル網干工場の玄関口に隣接し、南面に豊かな緑地帯と迎賓館、異人館
を望める絶好の場所に立地する。コミュニケーションを重視するダイセルの姿勢を
デザインとして昇華する為に 1・ 2階に社外との交流スペース、 3・ 4階に社内の
交流スペース、 5階に展望カフェテリアを配置し、各階にコミュニケーションを育
む仕掛けを散りばめながら集合体としてデザインした。南面への眺望の最大限確保
と熱負荷抑制を両立するアルミキャストで構成した繊細なファサードに、 1・ 2階
のレセプションホールの壁面、 3・ 4階の吹抜けのコミュニケーションステップを
アクセントとして配置し、 5階のカフェテリアを軽快に浮かせることで、プロポー
ションを整え、企業の顔としてデザインした。南面のファサードに現れる社員の
皆様の多様な交流シーンは創造の源となり、コミュニケーションを重視する企業
イメージの象徴として、社外に向けて発信することを目指した。

（東井嘉信・余田尚紀／大林組）

5 階　カフェテリア

社内の交流スペースとなるコミュニケーションステップ

作品作風

2 階　吹抜け

エントランスホール

コミュニケーションステップ
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企画編集：東井嘉信（作品作風小委員会）
編集協力：アートコートギャラリー

　新しい壁画制作を試みている。これ
まで、銭湯や学校、文化施設、山の遊
歩道、ショッピングモールなど、いく
つかの公的な空間に介入し、場と壁と
絵の関係性が社会に及ぼす影響に関心
を持ちながら応用実践を重ねてきた。
但しそれらの多くは展覧会という一定
期間にのみ存在することを前提とした
仮設的な制作である。イメージと壁を
同化させ、造っては壊すを繰り返し、
私の壁画は作品の解体と恒久性との矛
盾を抱えている。
　2017年 1月から名古屋再開発エリア
（長者町）で滞在制作した場所は、あ
らかじめ解体が決まっている雑居ビル
だった。地域に親しまれたアートセン
ターの最後の企画でもあり、長年に渡
り愛着をもたれた建物の壁と向き合い、
私はその場の景観や歴史を意識させる
イメージを壁画として描くと同時に、
作品自体を保存する方法を考えた。
　日本の建物空間が居住環境の向上を
求めた結果、構造、機能、内装の更新
を簡単にできることや、造っては壊す
を繰り返している現状と、私が美術で
行ってきた行為とが重ね合わさる。両
者を都市空間と視覚芸術との関わりと
して提示しつつ、更に解体後の行く末
を見てみたいと思ったからである。
　実際にその感覚を確認する為､ 雑居
ビルでの展示（＝ノーサイド）から撤去
した壁画を違う場所に移し再展示（＝
サドンデス）を行った。すると解体し
た作品には更なる要素（建築空間の記
録）が付加され、以前とは違う作品に
なっていることに気がついた。壁画制
作とは都市空間や社会構造の抱えた問
題と独自の表現を見いだすことに密接
な関係をもち、間接的で直接的な対峙
が絶えず行われる中で成熟するのでは
ないか。その延長上に現代を記憶する
新しい壁画表現があると感じている。

川田　知志（かわた　さとし）
1987　大阪府生まれ
2013　 京都市立芸術大学大学院美術

研究科絵画専攻（油画）修了
受賞：
2016　 六甲ミーツ・アート芸術散歩 

2016公募大賞＜グランプリ＞
コミッションワーク：
2016　 京都市立芸術大学　学長室

（京都）
2017　 京都市立境谷小学校 校内廊下

（京都）
　　　  株式会社平安　外壁（京都）

《六甲高山森林内壁画》2016｜麻布テープ、麻縄、木材、漆喰、顔料、スプレー｜インスタレーション（サイズ可変）｜六甲オルゴールミュージアム（神戸）
＊六甲ミーツ・アート芸術散歩 2016 公募大賞 グランプリ受賞｜制作協力：池田精堂、凸倉庫｜撮影：前谷開

galleryま
ち　

建
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壁画について

美 術作家

川田  知 志

《海岸の行》2016｜養生シート、養生テープ、木材、漆喰、顔料、
合成樹脂塗料、合成樹脂塗料｜インスタレーション（サイズ可変）
｜藤沢市アートスペース 共用スペース｜撮影：Ayumi Matsuura

《銭湯絵画－玉の湯－》2015｜ペンキ、プラスチックダンボール、
アクリルマーカー｜インスタレーション（サイズ可変）

玉の湯（京都）｜撮影：前谷開

コミッションワーク 株式会社平安 外壁（京都）2017｜壁画｜ペンキ｜撮影：前谷開

左：《ノーサイド》旧玉屋ビル4F, 5F, RF、5F室内（名古屋）／ 右：《サドンデス》龍屋ビル3F（名古屋）
2017｜木材、漆喰、顔料、他｜インスタレーション（サイズ可変）｜撮影：怡土鉄夫
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企画：インテリア・住宅系分科会
赤川貴世友／今井充彦／岩田圭司／川合隆之／河西孝平／黒栁　亮／塚口洋之／ペリー史子

特集
時間軸に挑むクリエイター達
～時をデザインするということ

ȁ誰̦͜Ȃ͏͂建築物͈中ͅ入̧̹̽͂ͅȂȶいい時間̦流ͦ̀いͥ̈́あȃȷ͂感̲̹̭̦͂あ͈͉ͥ́̈́い̺ͧう̥ȃ

ȶ物質ͅ囲ͦ͘Ȃ 3 次元的ͅ存在̳ͥ静̈́ͥ空間ȷ͈中ͅȂȶ時間͂いう動͈概念ȷ̦織ͤ重̭̈́ͥ͂́Ȃ空間͈

存在̷͈͈͜ͅςΒθ̦生ͦͥ͘ȃ̷͈ςΒθͅ共感̳̭ͥ͂́Ȃ人͉ȶいい時間ȷ͂感̲͈̺ͥͧうȃ近年Ȃ

̭͈͢う̈́ȶ時間ȷͬ意識̱̹空間̩̿ͤや活動̦活発化̱̀いͥȃ彼͉ͣ空間͈持̾ȶ時間軸ȷͬ丁寧ͅ読͙

解̧Ȃ様々̈́ͺίυーチや表現手法́Ȃ時間ͬ表現̳̭ͥ͂ͅチλτンΐ̱̀いͥȃ今回Ȃ空間̤̫ͥͅȶ時間軸ȷ

̾ͅい̀様々̈́角度̥ͣΑεッΠͬあ̀̀掘ͤ下̬͙̭̀ͥ͂́Ȃ建築̤̫ͥͅ時間͂空間͈相互関係̾ͅい̀

考察ͬ深̹͛いȃ

編集委員ȁ黒栁ȁ亮

写真：音楽学校をリノベーションしたアムステルダムのホテル

Ⱥ総論Ȼ

建築時間論─Ĳııı年͈視野̥ͣ建築ͬ考えͥ─／加藤耕一

Ⱥ各論Ȼ

ˍȁͼンタビュー

ȁȁRŦŃŶilť NŦw ńŶlŵŶrŦ～再利用̦生͙出̳文化͂コηュΣΞͻ～／東野唯史

ˎȁȶ時間͈̥͈̈́建築ȷ／能作淳平

ˏȁ屋根͈あͥ公園͈͢う̈́空間̦̹̳ͣ͜新̹̈́働̧方／馬場正尊

ːȁȶ建築͂時間ȷ／長坂ȁ常

ˑȁ地球͈庭―時̦移ͧう囲̹ͦ͘聖所―／吉村元男

˒ȁȶ幻͈空間͂遊͐ȷ／加藤登美子

Ⱥ編集後記Ȼ
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はじめに
　建築の時間に焦点を当てたこの特集で、総

論を執筆するお役目をいただいたのは、筆者

がこの春『時がつくる建築─リノベーショ

ンの西洋建築史』（東京大学出版会）を出版

したためであろう。また建築系ウェブサイト

として有名な10＋1websiteの特集『時間のな

かの建築、時間がつくる建築』でも、建築家

の長谷川豪さんと対談し、この問題について

ディスカッションする機会をいただいた。

　筆者は西洋建築史を専門としているので、

現代建築がますます建築における時間性に関

心を深めていることに対して、歴史の観点か

らアプローチしてみたい。現代建築の時間性

を歴史的・理論的な背景から論じること。そ

れが本稿の試みである。

時間のスパンについて
建物が生きる時間
　さて、時間軸に挑む建築というテーマを考

えたとき、どのくらいのタイムスパンをイ

メージされるだろうか。10年、30年、50年、

それとも100年？そういえば10年ほど前には

「200年住宅」という政府の政策があったこと

も、今となっては懐かしい。

　ここでは思い切って1000年という時間の幅

を提示したい。筆者は普段フランスのゴシッ

ク建築の研究をしているのだが、たとえば有

名なシャルトル大聖堂は西暦1194年の火災を

契機に再建されたものである。日本で言えば

ちょうど鎌倉時代初期の建築であり、今から

800年前の建築ということになる。また、たと

えば日本の法隆寺は約1300年前の建築である。

建築は1000年の時を超越するポテンシャルを

秘めている。

　そうした観点から考えると、日本の住宅が

わずか30年程度で「老朽化」したと言われ、

取り壊されていくのを見るのは、じつに寂し

いことだ。その「30年の壁」を乗り越え、50

年の時を生き延びた建築は、「登録文化財」の

候補となるのだそうだ。たかだか50年である。

筆者もあと 5年もすれば文化財になれるかも

しれない。

　皮肉な言い方になってしまったが、1000年

の時を超える可能性を秘めていた建築が、人

間の人生よりも遥かに短寿命となってしまっ

た20世紀の状況は、建築の歴史のなかでは、

異常事態といえるのではなかろうか。もちろ

ん実際には、すべての建築が1000年を超える

ポテンシャルを有しているわけではない。だ

が20世紀の価値観が、すべての建築を短寿命

化させてきたことは、間違いのないことであ

る。世の中の多くの人が、わずか30年経過し

ただけで、「老朽化」と聞くと恐れおののき、

もうこの建築は駄目だと見捨ててしまう。こ

の「老朽化」というマジックワードをなんと

かしなければ、時をデザインする豊かな建築

文化を熟成させていくことは難しいだろう。

1000年の視野から現代建築を考える
　ところで1000年というタイムスパンは、単

に建物の寿命を考える上で広げた大風呂敷と

いうわけではない。建築の理論や建築観を考

える上でも、このくらい大きな時間軸を設定

すべきだろうと、筆者は考えている。

　私たちは、何かを前に進めようと考えたと

き、しばしば歴史を参照する。過去の歴史を

乗り越えた先に、現状を打破し、未来を切り

拓く可能性があると考えるからだ。ところが

現代建築の世界では、多くの場合モダニズム

以降の歴史を考えることが多いようだ。なぜ

ならモダニストたちの建築こそが、過去と断

絶した「現代建築」を切り拓いたのであり、

その延長線上にいまがあると考えるからであ

る。こうした思考のなかで、私たちは100年の

枠に囚われている。

　ただ単に100年では短すぎるということを

言いたいわけではない。この時間スパンで建

築を考える限り、私たちはモダニストたちが

設定した問題条件から逃れることができない。

そのことこそが問題なのである。

　20世紀は、圧倒的な人口増加の時代であっ

た。また、二度の大戦からの戦災復興、日本

では関東大震災後の震災復興など、早期に大

量に住宅供給することが求められた時代でも

あった。自動車交通の増加により、都市のデ

ザインは都市計画の名の下にリセットされ、

人口の激増により都市はいっそう拡大して

いった。モダニズムとそれ以降の20世紀の建

築理論は、基本的にはそうした社会背景のな

かで生まれ、発展してきたものである。

　だが、21世紀の日本社会は人口減少とい

総　論

建築時間論
─1000年の視野から
建築を考える─

加藤耕一

東京大学 大学院工学系研究科
准教授

加藤耕一
1973年東京生まれ。東京大学工学部建築学
科卒業。同大学院博士課程修了。博士（工
学）。専門は西洋建築史。主著『時がつくる
建築─リノベーションの西洋建築史』（東京
大学出版会、2017）でサントリー学芸賞、
他に『ゴシック様式成立史論』（中央公論美
術出版、2012）、『「幽霊屋敷」の文化史』
（講談社現代新書、2009）、監訳書に『ロン
ドン大図鑑』（西村書店、2017）、『近代建築
理論全史』（丸善、2016）などがある。
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う大きな転換点を迎えている。世の中には空

き家や空きビルが溢れ、20世紀型の大量生産

建築とは異なる戦略が求められている。それ

にもかかわらず、現代の理論的建築家たちは

「建築史に学ぶ」といって、20世紀の建築理論

を顧みるばかりのように見える。それは容易

に手が届き、直接的にアクセス可能な範囲の

「歴史」である。ある意味で、理論と設計が強

く結びついていた近過去を懐かしむ姿勢のよ

うに見えなくもない。だがそれは、停滞を打

破し、未来を革新する姿勢とは、正反対の態

度ではなかろうか。

　1000年のパースペクティブから建築を考え

ること。それは単に建築の長寿命を考えると

いうことではない。20世紀の建築の常識を根

本から疑い、建築理論の解体再構築を目指す

ことなのである。

リノベーションの西洋建築史
時間軸のなかの古代建築
　20世紀末以来の経済停滞に呼応するように

して、建築分野ではリノベーションの流行が

起こっている。だがリノベーションは近年の

流行に過ぎず、本来の設計の片手間で行うも

の、などと捉えるべきではない。筆者は拙著

『時がつくる建築』のなかで、古代から現代ま

でダイナミックに時間変化してきた建築の歴

史を明らかにすることで、この問題を論じた。

人口増加時代から人口減少時代への転換、経

済成長時代から経済停滞時代への転換は、歴

史の大きな流れのなかで、幾度も繰り返され

てきたことである。そのたびに歴史上の建築

は、その理論と実践とを変化させてきた。20

世紀の建築史学は、成長時代の建築史ばかり

を語ってきたが、現代に必要なのは、社会変

動時代の建築史であろう。ここでは拙著のな

かで論じたいくつかの事例を簡単に紹介した

い。

　たとえば古代ローマ時代は、歴史上の素晴

らしいモニュメントの数々が建設された時代

としてよく知られている。しかし、古代末期

にローマ帝国が衰退したとき、建築には何が

起こったであろうか。

　古代末期と呼ばれる西暦 4世紀以降、ロー

マ帝国には東方からの移民が大挙して押し寄

せてくることになる。帝国はしだいにその政

治的安定性を維持できなくなり、ローマ帝国

西方は消滅することになった。移民問題に

よってEUの枠組みが揺らぐ現在のヨーロッパ

と、どこか重なるような社会変動である。

　このとき、皇帝コンスタンティヌスはキリ

スト教を公認するという大きな決断をしてい

る。社会が政治的に揺らぎ始めたこの時代、

皇帝は人々の精神的基盤である信仰を政治決

定によってシフトさせたのである。この決定

により、帝国の繁栄の時代に建設された神殿

建築は無用の長物となった。キリスト教が

ローマの国教となったとき、ローマの神々に

捧げられた神殿は、存在してはならないもの

になってしまったのである。

　従来の建築史学では、ギリシア・ローマ時

代に建設された素晴らしい神殿建築の数々、

そして古代末期に建設されたキリスト教聖堂

のビルディング・タイプ（バシリカ式と集中

式）を、それぞれ古代の重要な建築として紹

介してきた。つくること、新築することに焦

点を当てた建築史学である。だが、この社会

変動の時代に無用の長物となった神殿建築は

いったいどのような運命を辿ったのか？そこ

に目を向けるのが、既存ストック活用時代の

建築史学の役割であろう。

　お察しの通り、古代末期になると神殿建築

は再利用されたのである。あるものは公共建

築として、またあるものはキリスト教聖堂に

転用され、再利用された。取り壊されたもの

も多かったが、その場合には、素晴らしい大

理石の円柱や装飾の数々が、貴重な部材とし

て再利用された。このような部材再利用はス

ポリアと呼ばれ、近年の建築史や美術史の分

野で盛んに研究されている。

　古代末期に「新築」されたキリスト教聖堂

では、神殿建築から奪い取ってきた円柱のス

ポリアが数多く用いられた。そこでは古代の

「オーダー」が継承されたかに見えるが、継承

されたのはオーダーという理論ではなく、再

利用された大理石の円柱や柱頭彫刻といった

マテリアルだったのである。新築されたはず

の聖堂建築のなかでは、都合の良いサイズの

部材が寄せ集められたため、よく見るとあち

らの柱はコリント式、こちらの柱はコンポ

ジット式という具合に、柱頭彫刻の混在が見

られる。円柱のシャフトを見ても、同じよう

に見える円柱が、じつは様々に異なる色合い

の大理石や異なる石材で作られている場合が

あることに気づくだろう。

　古代末期の神殿は、あるものはコンバー

ジョンされて使い続けられ、またあるものは

スポリアによって部材だけが再利用され、生

き続けることになったわけである。

時間軸のなかの中世建築
　同じような成長時代から縮退時代への社会

変動は、中世にも存在した。12世紀から13世

紀のヨーロッパはまさに成長時代と呼ぶべき

時代であった。温暖な気候に恵まれ、また技

術革新によって鉄の生産量増加に成功したこ

の時期のヨーロッパは、農業収穫高を向上さ

せ、人口が飛躍的に増加した。膨れ上がった

都市の人口に対応するために巨大なゴシック

大聖堂が建設されるようになったのは、まさ

に12世紀後半から13世紀にかけてのことで

あった。

　ところが14世紀に入ると、地球規模の気候

の寒冷化が始まったといわれる。農業は不作

に転じ、1315年から1317年にかけて、ヨー

ロッパ中が大飢饉に襲われた。さらにフラン

ス王家の後継者争いに起因して1337年に勃発

した英仏百年戦争がそれに追い打ちをかける。

そして1347年から1349年にかけてヨーロッ

パ中で大流行したペストが、人口減少の決定

打となった。こうして14世紀前半のヨーロッ

パでは、13世紀までの成長時代から、突如と

して人口減少時代に突入することになったの

だった。

　13世紀の建築は経済成長と人口増加に呼応

して、最大限に巨大化していた。ゴシック大

聖堂は、その面積においても高さにおいても、

驚くほどの巨大さを獲得していた。13世紀半

ば、フランスのボーヴェやドイツのケルンで

は、いずれもこの成長時代の末期になって、

迫り来る危機の時代を未だ知らないまま、空

前絶後の巨大さを備えた大聖堂建築の建設工

事に着手することになった。

　ボーヴェ大聖堂とケルン大聖堂では、半世

紀ほどの建設期間をかけて、ようやくその巨

大な内陣を完成させた。しかしその後の建設

工事を継続することは、ほとんどできなかっ

た。時代はすでに危機の世紀である14世紀に
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突入していたのである。その結果、ボーヴェ

でもケルンでも、半分だけ完成した中途半端

な状態のまま、この作りかけの大聖堂を使い

続けることになったのだった。経済状況がこ

の大事業の継続を許さず、人口減少がこの大

建築の必要性を失わせてしまったのである。

　いうまでもないことだが、彼らはこの縮小

の時代に合わせて、小規模で控えめな聖堂を

設計し直すということもしなかった。たとえ

それが半分しか完成していない中途半端な代

物だったとしても、それは繁栄の時代に建設

された素晴らしく贅沢な大空間を備え（ボー

ヴェ大聖堂内陣の天井高はゴシック建築史上

最大の48メートルに達した）、美しく装飾され

たものだった。これをわざわざ取り壊し、縮

退の時代の経済状況に合わせて安普請のこぢ

んまりとした建築を新築する必要など、むろ

ん、まったくなかったのである。

　よく知られているように、19世紀になると

ケルンでは、この作りかけの大聖堂を完成さ

せようと、建設工事が再開される。産業革命

を経て、19世紀のヨーロッパは近代の成長時

代のとば口にあった。この時期に行われたケ

ルン大聖堂の建設工事再開は、ドイツ統一の

シンボルというイデオロギー的な側面で説明

されることが多いが、再び巨大な床面積を有

する大聖堂に対する需要が高まったともいえ

るわけである。彼らは中世に途中まで建設さ

れた大聖堂を、中世のデザインを再現するか

たちで完成させた。同時にそこには19世紀の

鉄の技術も多用されている。この建設工事も

また、500年前の建築デザインとの調和を図り

ながら、最新技術を導入した、時間軸に挑ん

だ建築の好例だったといえるだろう。

文化財における建築時間論
再利用と文化財
　前節では少し、経済停滞と建築の再利用と

いう側面を強調し過ぎてしまったかもしれな

い。だが筆者は、こういう時代だから新築は

諦めてリノベーションばかりを推進しようと

主張したいわけではない。新築が消えること

はないだろう。だが同時に、再利用もまた、

歴史上の建築家が腕を振るってきた重要な創

造的行為なのであり、新築を上位に位置付け、

再利用を下位に位置づけるようなヒエラル

キーを設けるべきではない。それが筆者の主

張したいことである。

　もう一点、私たちが時間と建築の問題を考

える上で、無意識のうちにヒエラルキーを設

定しがちなのが文化財の問題である。文化財

は、建築の長寿命を考えても、歴史上の建築

のことを考えても、無視することのできない

重要なテーマである。ある一定の時間性を帯

びた建築に対面したとき、わたしたちはそこ

に歴史的価値を見出し、それを文化財として

保存しようと考えることが多い。ともすると

「文化財保存」という考え方は、歴史的な建築

に敬意を示す唯一無二の正解であるかのよう

に考えられがちである。

　しかしながら文化財という理念や制度は、

ヨーロッパにおいてもせいぜい200年の歴史し

か有していない。日本における近代的（ヨー

ロッパ型）文化財制度の歴史にいたっては100

年程度である。文化財という考え方自体がき

わめて近代的なものであり、1000年の視野か

ら見ればごく若い考え方に過ぎない。文化財

を唯一の正解として時間のなかの建築に対峙

することは、モダニズム以降の建築理論だけ

を頼りに建築を考えることと同じく、近視眼

的な見方に染まっている。

　前述の通り、歴史上の建築はさまざまに再

利用を繰り返し、改変されながらサバイバル

してきたのである。スポリアされた円柱のよ

うに、建築のごく一部として2000年の歴史を

継承するものすら存在するのだ。

　だがスポリアほど、近代の文化財的価値観

と相容れないものはないだろう。スポリアは

既存の建物の取り壊しが前提である。ギリシ

アやローマの神殿は不要になり取り壊された

から、そこから貴重な円柱や彫刻が持ち去ら

れたのである。しかもそれらの豪華で貴重な

部材は倉庫で保管されたわけでも博物館で展

示されたわけでもない。別の建物で、場合に

よっては当初のデザイン意図とはまったく異

なるかたちで再利用されたのである。

　だが、文化財だけが絶対的に正しい態度で、

スポリアは野蛮で間違った態度だと決めつけ

るのはまだ早い。私たちの眼前には無数の文

化財候補の古い建物がある。そしてそれら文

化財予備軍すべてを文化財の枠組みによって

守っていくことは不可能だからだ。文化財と

して残すことのできる少数の貴重な建物は、

丁寧に保存していけばいいだろう。だがそれ

以外の建物について、歴史上の建築再利用や

スポリアは、文化財とは異なる歴史の継承が

ありうることを、私たちに教えてくれている。

スポリアの現代性
　数年前、東京からすべての「同潤会アパー

ト」が消滅した。その後、竹中工務店東京本

店のギャラリーA4で開催された「同潤会ア

パート16の試み」展を訪れる機会があった。

もう今から 2年以上前のことである。

　この展覧会では「代官山アパートメント」

の室内を実寸で再現した展示などもあり興味

深いものだったが、その原寸模型の隣で展示

されていた、アパートで実際に使われていた

当時のパーツに、私の目は引きつけられた。

ドアノブ、照明器具、ポスト、水道の蛇口、

階段の手すり。こうした展示は珍しいもので

はない。取り壊しに際して同潤会の記憶を伝

える貴重な遺物として丁寧に撤去され、保管

されていたのだろう。

　しかし私はこれを眺めながら、頭のなかで

あらぬ妄想を繰り広げていた。同潤会アパー

トにはこれと同じパーツがたくさんあったは

ずだ。それをたとえばR不動産のtoolboxで販

売したらどうだったろう？けっこういい値で

売れたに違いない。そしてたとえばドアノブ

を買った人は、自宅の玄関の扉を改造してそ

れを取り付けるのである。友達に自慢しても、

一部の建築ファンを除いては、たいして反応

してくれない。だが本人にとっては自慢の逸

品である。そのうち子供が生まれ、その子供

に「これは同潤会アパートのドアノブなんだ

ぞ」と言い聞かせる。子供もたいして真面目

に聞いていないのだが、記憶の片隅には残さ

れている。そして大人になって、東京の歴史

を勉強したとき気づくのである。「うちにある

のは、あの同潤会のドアノブなんだ！」と。

　これは、公共のために歴史的建築を保存す

る文化財とは完全に異なる態度であり、まっ

たく私的な行為に過ぎない。この家のドアノ

ブの秘密を知るのは、ごくわずかな人々であ

る。だがそれでもなお、これもまた、建築に

おける時間の継承と言えるのではなかろうか。

一方のみをモラルある正しい態度と評価し、
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他方を野蛮で誤った態度と決めつける必要は

あるまい。博物館の展示室に収まっているよ

りも、こうして毎日使い続けられた方が、建

築にとって（ドアノブにとってすら）幸せな

ことかもしれないのだから。

　歴史家がこんなことを言っては、お叱りを

受けるかもしれない。特に「古材を売る」と

いう考え方に、文化財保存を推進してきた

方々は過敏に反応するだろう。だがそれでも

なお、建築の時間性を論じる上では、こうし

た論点を避けて通ることはできない。新築が

減少し、リノベーションが増えつつある現代

の建設業界において、その新しいバランスの

なかで成立しうるビジネスの可能性を検討す

ることは不可欠である。そして単に経済行為

としてだけでなく、たとえばスポリアによっ

てもたらされるような建築における時間の積

層は、それはそれで豊かな建築文化を熟成さ

せる可能性を秘めている。文化財のモラルあ

る正しい態度に反するように見えることも、

冷静に議論しなければならない時代に、私た

ちは直面している。ひとつの価値観だけを盲

信して、他の価値観を排除していては見えな

い世界がある。それが1000年のパースペク

ティブから建築を考えるということだろう。

　古代末期の縮小時代、ローマ皇帝はスポリ

アされていく歴史的建築（主として神殿建築）

の荒廃に頭を悩ませていた。

　　 「・・・またいかなる構造物からもブロン

ズや大理石やその他の材料で作られたい

かなる装飾をも、大胆にも剥ぎ取ろうと

すべきではない。それらは実用的な役割

を持ち、様々な市町村の美観を成すもの

であることを立証しうるものである。ま

た皇帝の指示無しに、それらの材料を

大胆にも他の場所に移送すべきではな

い・・・」（『テオドシウス法典』より398

年の皇帝の布告）

　ローマ皇帝は際限なく繰り返されるスポリ

アによって帝国の歴史と威信を示す歴史的建

造物が破壊されていくことを、なんとか食い

止めようとしていた。だが一方で、この縮退

の時代にあっては、皇帝自身も部材再利用の

有効性をよく認識していた。

　　 「・・・旅人たちが定期的に通行する道路

や橋、そして水道橋も、市壁と同じく、

適切な費用に基づいて支援されるべきで

あり、破壊された神殿に由来すると言わ

れる材料は、前述の必要性に迫られた構

造物が完成されるように配分されるべき

と指示する」（『テオドシウス法典』より

397年の皇帝の布告）

　歴史的建造物を破壊するスポリアの危険性

と、縮小の時代におけるスポリアの有効性は、

まったく裏腹なものである。必要なのはその

バランスを適切にコントロールすることであ

り、そのためには、一見するとモラルに反す

る野蛮な行為に見えるスポリアから目を背け

ずに、建設的に
､ ､ ､ ､

議論することが重要だろうと

思うのである。

　古代ローマ建築を構成していたエレメント

は、その後建設されたキリスト教聖堂のなか

で、あるいは街中のさまざまな建物のなかで、

いまでも生き続けている。私たちはそこに、

偉大なるローマの積層された歴史を感じとり、

圧倒されるのだ。

おわりに
　最後にまた、個人的な体験を語って、本論

を閉じることにしたい。

　10年ほど前、筆者はパリ＝ソルボンヌ大

学で客員研究員の機会をいただき、 2年間パ

リで暮らした。家具付きアパルトマンを借り

て生活を始めたのだが、たとえばゴミ箱がな

かったり、いくつか足りないものがある。 2

年間限定の生活なのだから、日本の感覚で言

えば100円ショップのようなところで、適当な

ものを買ってくればいいだろうと考えた。と

ころがなかなかそういう店が少ないのである。

近所の店をのぞいてみても、洒落たデザイン

の100ユーロもするようなゴミ箱ばかりが目に

入る。日本と比べてなんと不便なことだろう。

それが最初の感想だった。

　しかし生活するうちにだんだんとその感覚

が変化してきた。あるとき、部屋の照明器具

の電球が切れ、交換してみるとプラスチック

のソケットが黒焦げになっていて、グズグズ

と崩れてしまった。日本で生活していたら

「もう寿命だな」と呟いて新しく買い換えると

ころである。だが（たいして高級そうでもな

いがそれなりに年代物の）このランプは大家

さんの所有物である。勝手に捨てるわけには

いかないし、わざわざ大家とフランス語で交

渉して修理代を出させるのも面倒だ。そこで

私はこのランプを分解してボロボロのソケッ

ト部分を取り外し、パリ市庁舎の隣にある

BHVという百貨店に出かけた。この店の地下

には何やら東急ハンズのように道具や部品が

山積みになっているのだ。

　この崩れたソケットを店員に見せると、事

情を説明するまもなく（それどころか手に

とって確認することもなく）、すぐに代わりの

ソケットを出してきてくれた。店員の見立て

は正しく、わずか300円程の出費でランプは元

どおりに生まれ変わったのである。この体験

は私の視野を広げてくれた。フランス人の家

に遊びに行くとインテリアを飾っているアン

ティーク風の調度品はこんな風にして使い続

けられているのではないだろうか。

　その後、私のパリでの趣味はガラクタ市

（brocanteur）巡りになった。原体験が影響

しているのか、私のもっぱらのお目当ては照

明器具を買い漁ることである。高級な古美術

商（antiquaire）で売っている立派な骨董品は

高価すぎて、とても手が届かない。だがガラ

クタ市で二束三文で買ってきた壊れたシャン

デリアを、自分の手で修理して使えるように

する喜びは、味わって見なければわからない

だろう。その後、帰国するときにそれらのアン

ティーク・ランプの送料がかさんで苦労するこ

とになるのだが、その話はまた別の機会に･･･。

　照明器具の再利用など、建築の再利用に比

べれば些細な喜びに過ぎない。だが筆者の体

験が示すように、おそらく建築再利用の愉悦

というのは、パブリックなものではなくプラ

イベートなものなのだ。建築家が主導するも

のですらないのかもしれない。だが家具の修

理ならばともかく、建築を時間変化させ驚く

ほど大胆に生まれ変わらせるためには、建築

家の才気あふれる能力が必要だ。個人の偏愛

と、それを助け増幅させる建築家の創造性が

結びついたとき、真に魅力的な、時間の蓄積

を体現した建築、いわばクロノ・デザインが

生まれるように思うのである。

（かとう　こういち）

参考文献
加藤耕一『時がつくる建築─リノベーションの西洋建築史』
東京大学出版会、2017年
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　長野県の上諏訪駅から少し歩いたところに、

カフェと木材加工場、販売スペースなどが混

然一体となった古い建物がある。昨年オープ

ンしたReBuilding Center JAPANである。飾

らない佇まいながら、日本全国から人を呼び

寄せるその魅力について、代表の東野唯史さ

んにインタビューさせていただいた。

ReBuild コミュニティをつくる
　―まずはじめに、ReBuilding Center 
JAPANを立ち上げた動機やきっかけはどんな
ところにあるのでしょうか。
　元々、medicalaという空間デザインユニッ

トとして、日本各地で、依頼を受けた土地に

住み込みながら、デザインやディレクション

から施工までするという、遊牧民のような働

き方をしてきました。施主も同世代が多かっ

た為、予算に限りがある中で施工費を抑えよ

うと近くの解体現場から廃材をもらってく

るなどしてつくっていました。その頃から

「もっと気軽に古材が買える店があれば、更に

可能性が広がるのではないか」と漠然と考え

ていました。そんな中で、博報堂の雑誌の特

集で東京の川床の企画を練った事があったん

です。その時に、地元の人やお客さんが一緒

になってものづくりを楽しむというDIYセン

ターを考案しました。材料を販売したり、加

工場やカフェがあるなど、共に楽しめる「場」

をつくることを本気で考え始めたのはこの時

かもしれません。もうひとつのきっかけは

ポートランドで本家のReBuilding Centerを訪

れたことです。とにかく、雰囲気が素晴らし

かった。大量の古材が集まってきていて、ボ

ランティアスタッフが皆活き活きと働いてい

て、託しに来る人、買いに来る人が楽しそう

に訪れる。古材を介して社会を形成している

ということを肌で感じてきました。この雰囲

気が日本にあったらすごく良いなと。そう感

じさせるものがありました。一方、日本の状

況を考えてみた時に、法律が変わるなどの動

きが出てきて、特定空き家に認定されると固

定資産税の減税が受けられないとか、強制的

に行政が空き家を解体できるようになるなど

の動きが見え始めました。今、これを放って

おくと、過疎化、人口減少と相まって空き家

がどんどんゴミとして処分されてゆき、例え

ば30年後には古材は手に入らなくなってしま

うのではないかと思いました。単純に資源と

して勿体無いし、使えるものは再利用すべき

と思い、そんな古材をレスキューし、再利用

するために自分でReBuilding Centerを立ち上

げようと考えました。

　始めるにあたって、志を同じくするポート

ランドのReBuilding Centerの名前を借りて日

本でReBuilding Center JAPANを始めたいと

いう（熱い）想いをメールで送ったら、即快

諾を頂き、ロゴまでつくってくれたので、早

速始めることになりました。諏訪を選んだの

は、地理的に日本列島の中心だと感じたから

です。日本海側・太平洋側どちらからもアク

セスがよく、東京からも 2時間で来る事がで

きます。「再利用を通じてコミュニティをつく

る」ことに主眼を置いているので、そういう

面で真ん中的な場所として選んだんです。

　―実際にReBuilding Centerを始めてみて
改めて気づいた事はありますか。
　ひとつには、古材利用というのは、自分た

ちも、買い手も、施主も、大工さんも皆「環

各　論

1

インタビュー

ReBuild New Culture
～再利用が生み出す文化と

コミュニティ～

東野唯史

ReBuilding Center JAPAN代表

聞き手：黒栁　亮
（竹中工務店設計部）

東野唯史
1984年生まれ。大阪、兵庫、福岡、名古屋、
東京と移り住む。
名古屋市立大学芸術工学部卒。空間デザイン
の会社に勤務後、2010年に世界一周の旅に
出る。帰国後2011年よりフリーランスデザ
イナーとして活動開始。
2014年よりmedicalaとして妻・華南子さん
と共にmedicala設立。
2016年、長野県諏訪市に建築古材のリサ
イクルを目的とした「ReBuilding Center 
JAPAN」をオープン。 ReBuilding Center内のカフェ。レスキューされた窓を組み合わせた意匠が目を引く
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境に対する後ろめたさの全くない状況」を生

み出せるという事です。古材を使っていると

いう事はゴミが減って、今この時環境に優し

い状況を自分が生み出していると自然に思え

るんです。ある人に、ReBuilding Centerの事

を説明したら、「それは健康的だね」と言われ

ました。それを聞いてなるほどと思ったので

すが、正にいろんな面において健康的なんで

す。元々ゴミなので、失敗してもゴミに戻る

だけなので、どんな状況でもストレスが極端

に少ないのです。しかも地球に健康的だと思

いながら活動していると、誰でも楽しくなる

だろうし、自然体でいられるので、心も健康

的なんです。古材のレスキューもそういう意

識と実感を持ちながらできます。企業もクリ

エイターも、その生産活動においてどこかで

環境に負荷をかけているとの自責の念を持っ

ている人は少なくないと思います。だから企

業が社会的責任として環境活動に力を入れた

りしているのではないかと思います。そうい

う観点から考えると、ReBuilding Centerは活

動そのものがエコなので、スタッフも活き活

きと仕事ができるし、そこに新しい文化を広

めるヒントがあるような気がします。

　―立ち上げたReBuilding Centerと古材再
利用のこれからについて、どのようなビジョ
ンを持っていますか。
　実は「古材」は手段のひとつとして捉えて

いて、僕らは次の世代に向けてReBuild New 

Cultureという理念を日本で広めていく為に何

ができるかを常に考えています。だから、カ

フェを併設して、こういう事に詳しくない一

般の人にも来てもらえるように門戸を広げコ

ミュニティをつくることに重点を置きました。

例えば農家さんの方で傷物で出荷できなかっ

た野菜などを買い取って販売したり、食べ物

のレスキューも始めています。ReBuilding 

Centerの考え方は生活の様々な面で活用でき

るという事も発信できるのではと思っている。

又、情報は限りなくオープンにしたいと思っ

ています。新築信奉が中心の日本の住宅市場

ですが、その根源には情報不足があると思っ

ています。一般の人には古家を再利用する方

が高いと思われているし、新築以上に良い空

間は作れないと思われていて、実際多くの人

は古家を壊してハウスメーカーで新築してい

ます。この流れを変えるために今取り組んで

いるのは、古家を利用した情報発信です。会

社で古民家を購入して、断熱・耐震改修をし

て、内装をReBuilding Centerで施工して、そ

のかかった費用の全てを公開したいと考えて

います。実際不動産を購入する場合、築30年

以上の建物の評価額は 0円なことが多いので、

解体してハウスメーカーで新築する費用と比

べてこんなに楽しい空間が安くできるという

事を示したい。そうすると、必ず新築ではな

く改修でやりたいという人は増えると思いま

す。

　又、ReBuilding Centerのような場所が日

本各地にできて、古材再利用やリノベーショ

ンがもっと日本中で広がってゆけばよいと

思っています。そうなることで、レスキュー

される古材はもっと増えるだろうし、それを

利用する人たちが増えて、裾野が広がってい

く流れをつくりたいと思っています。今は僕

たちは民間で始めた訳ですが、自治体が注目

して、この活動を広げる一翼を担ってくれる

ともっと加速度的に広がっていくと思います。

法律を変える事で、環境意識はぐんと高まる

だろうし、大きな流れをつくる事が大切だと

思います。ポートランドには「築100年以上

の建物を解体するときに重機の使用を禁止す

る」という条例があります。そうすると手作

業になって費用も掛かるため、だったらまだ

直して使おうという事になるし、壊す場合で

も手作業なので色々な物が再利用できるよう

になっています。日本でもこういう流れをつ

くっていければと思っています。

ReBuild New Culture
　―最後に、ReBuild New Cultureという
理念についての想いを聞かせてください。
　大学の授業でプロダクトデザイナーの川崎

和男先生が「デザインは世界をよくする力を

持っている」と言ったことが印象に残ってい

ます。この言葉を自問自答したとき、「古材」

に関わりながらコミュニティやプロセス、シ

ステムを含めて構築していく事で社会を豊か

にできるのではないかと考えました。「新しい

ものを買う」という選択肢に、「つくる」「もう

一度つくり直す」という選択肢を加えること

で、生活も心も豊かになるし、単純に楽しさ

が増えると思います。そして地方都市の持っ

ている資源としての古家や古材がもっと活か

されて、再利用の文化が広がり、日本人の環

境意識がもっと高まって、地方再生に役立て

ば更に嬉しい。そういう流れを生み出す為に、

ReBuild New Cultureにこれからも挑戦してい

きたいと思っています。

（あずの　ただふみ）

ReBuilding Centerを訪れて感じたのは、新しい取り組みに
挑戦しているのに、驚くほどとんがってないという事である。
空気感があまりにも自然体で心地よい。誰もが素直に腑に落
ちるような環境がそこにはある。これが文化を大きく広げる
拠点が持つ「親しみやすさ」なのかもしれないと思う。取材
当日も徳島から視察・ボランティア団が訪れていた。文化は
早速海を渡って広がっていく予感がした。
 （聞き手・くろやなぎ　りょう）

（左上から時計回りに）ReBuilding Centerの建物／取材中もレスキューの相談を受ける東野さん／レスキューされた木材置き場／
2階には古道具が所狭しと並んでいる
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高岡のゲストハウス
　敷地は富山県高岡市。

　私が子供の頃まで過ごした街である。雪国

ということもあり、住宅の屋根のほとんどが

瓦屋根である。周囲の建物は外壁にトタンや

サイディングなどさまざまな素材が使用され

ているが、一方で屋根にはみな瓦が葺かれて

いる。この瓦屋根がつくりだす風景はこの地

域の気候を象徴する要素になっている。

　もともと既存家屋には祖父母、父母、子の

3世代 6人が暮らしていたが、現在では祖母

が一人暮らしをしている。家族はこの場所を

祖母を見守りながら、かつてのように家族や

友人も集まることができる場所につくりかえ

ることを望んだ。また工事期間中に祖母が別

の場所に引っ越しをしないで済むように、住

みながら段階的に工事を進める方法をとるこ

とになった。既存家屋は 2階建ての在来木造

で棟が集まるようにひとつの建物になってい

る。その建物を棟単位で分解し、祖母の住ま

い、家族や友人が集まれるダイニング、小さ

なゲストルームを分棟にした（写真1）。

写真1　 裏庭から中庭を見る。手前から祖母の住まい、ゲスト
ルーム、食堂が見える

　それぞれの棟の中央を中庭にすることで

（写真 2）、お互いが少しずつ距離をとりプラ

イバシーを確保することで、祖母が住みなが

らも家族以外の人も受け入れる開かれた場所

にした。まず着工に際し、建物の中央に区画

を設け、祖母の居住部分と工事部分を分ける。

そして、奥の座敷に祖母の住まいのための浴

室やキッチンなどの水回りを増築する。もと

もと座敷だった場所を祖母の居間と寝室にし、

その近くに水回りを用意する計画だ。その部

分が完成すると祖母が引っ越し、残りの部分

に着手する。

写真3　食堂の内観

屋根の持つ祝祭性
　次に、この建物の中央にある 2階建ての棟

の屋根を移設する。屋根の移設にはふたつの

方法が考えられた。ひとつは小屋組を部材へ

と解体して組み立て直す方法。もうひとつは

小屋組をクレーンで吊り上げて移動する方法。

施工者と協議し、寄棟屋根が軒で囲まれた安

定した構造であること、コストの軽減と作業

時間の短縮を鑑みてクレーンの移設を行なう

ことにした。そして、 建築は地に着いた不動の

ものというイメージがあるから、屋根が軽や

かにダイナミックに動くことで、古い家屋に

新鮮な生命感を吹き込めるのではないかと期

待した。実際の工程では、小屋組と接合した

柱頭部分を切断し、小屋組をクレーンで吊り

上げて庭に移動して保管し、傷んだ垂木や下

地を補修した。 新築の基礎の上に柱梁を組み、

その上に小屋組をクレーンで移設して梁に緊

結した。クレーン での作業時間はおよそ15分

ほど。まるで凧揚げのように小屋組が宙に浮

いている光景は晴れやかなお祭りのようだっ

た（写真4）。
　屋根は家の象徴であり、日本の木造建築の

伝統であり、風景や街並みへと繋がる上では

重要なエレメントであると実感した。

その場のものからつくる
　この計画を進める上で大切にしたことは、

その場にあるものからつくるということだ。

この地域の風景をつくっている瓦屋根につい

てももちろんだが、例えば土間の仕上げに用

いる小石や、既存家屋で設えられていた欄間

各　論

2

「時間のなかの建築」

能作淳平

建築家

能作淳平
富山県生まれ。
2006年～2010年に建築家の長谷川豪に師
事。
2010年よりノウサクジュンペイアーキテク
ツ主催。
故郷の高岡で手がけた「高岡のゲストハウ
ス」でSDレビュー2013鹿島賞、第15回ヴェ
ネチアビエンナーレ国際建築展 審査員特別
賞受賞。
また、長崎県五島列島での民家改修のプロ
ジェクト「さんごさん」に参加し、SDレ
ビュー2016奨励賞を受賞。
現在、東京大学、東京藝術大学、東京都市大
学の非常勤講師。 写真2　竣工後の中庭から食堂を見る
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や雪見障子などはそのまま保存したり、再利

用することにした。また祖父母が生業として

いた鋳物が多く残されているため、それらも

建築の設えとして再利用することにした。

　長い時間のなかで蓄積してきたものたちを

単にそのまま保存するだけでなく、変形や再配

置することで、もう一度新鮮なものに生まれか

わる。そして、その場所のものからつくるには、

その場所に訪れ、よく観察する必要がある。

　それは、最初から完成した絶対的な元型

（アーキタイプ）ではなく、ものと出会う度に

繰り返し思考し続ける試作（プロトタイプ）

としての建築である。

プロトタイプとしての建築
　田舎の瓦屋根のありきたりな風景や家族の

記憶のようなウェットなストーリーは、建築

家の創作にとってみると取扱うのに邪魔なも

のと捉えられていたように思う。私は、それ

は表現者である個人の美意識に閉じた考え方

だと思う。

　フランスの哲学者エリー・デューリングが

提唱するプロトタイプ論＊のなかで、ロマン主

義的な芸術然としたオブジェとリレーショナ

ル・アートなどにみられる関係性の美学の両

方を批判している。このような一節がある。

　「無限の輝きやきらめきを有限へと固定す

る任が帰されるのは、幻視者としての芸術家

［artiste-voyant］だ、という発想である。」こ

こでは、芸術家は天才的な存在として描かれ

ている一方で、芸術家が芸術的な作業をする

ことなく芸術家然とすることをデューリング

は批判的に捉えている。これは建築家も同様

のことが言えるだろう。

どのような時間に生きているのか
　長い時間の流れのなかにこそ創作のきっか

けがあるのではないだろうか。このように長

い時間をかけてこの場所に集まったものを変

形、加工することで、古典的な瓦屋根がつく

りだす風景を残しながら、家族以外に開かれ

た場所を持つという現代的な使い方に更新す

ることが可能である。これはある一時点から

見た個人的な美意識ではなく、それぞれのも

のに内在する時間に着目し、その時間をどの

ように繋ぐか、もしくは断つのかを考える。

　新築、改築、保存を分けるのではなく横断

し、線的なプロセスとして建築を位置付けら

れないだろうか。

（のうさく　じゅんぺい）

＊ フランスの哲学者エリー＝デューリングが「プロトタイプ
（ロマン主義と縁を切るために）」のなかで提唱した概念。
「プロトタイプ論─芸術作品の新たな分身」『現代思想』
特集＝現代思想の新展開 2015　青土社2015年 1月号

写真4　クレーンでの既存屋根の移設の様子
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屋根のある公園のようなオフィス
　屋根のある公園のようなオフィスで働いて

みたい。

　これが僕らの働く空間をつくるきっかけと

なるイメージだった。

　2013年に『RePUBLIC/公共空間のリノベー

ション』（学芸出版）という本を書いた。日

本のパブリックスペースのあり方を変えてい

くために、リノベーションの可能性を具体的

に提案した、 1冊まるごと企画書のようなも

のだ。その本の取材のために訪れた、ニュー

ヨークのブライアントパーク。そこで見た風

景が印象に残っている。

　フラットな芝生と木立の間で、様々な人が

それぞれの目的で空間を使い、楽しんでいる。

一見バラバラだけど、多様性が共存しながら

絶妙な調和が取れている風景だった。その時

の写真がこれである。（写真1）

写真1　ブライアントパークの風景

　それは印象派の画家スーラの代表作「グラ

ンド・ジャット島の日曜日の午後」を連想さ

せた。そして槇文彦がこの絵を評してこんな

ことを言っていたのを思い出す。

　「人々がみな、違う方向を向いて公園の中

で自然に混ざっている。その様子がまさに現

代の都市そのものである」

図1　 公園のような仕事場『RePUBLIC/公共空間のリノベー
ション』（馬場正尊著）より

　21世紀のニューヨーク、ブライアントパー

クでそのフレーズを思い出した。僕はこんな

多様な活動や価値観が共存する、穏やかな風

景の中で働きたいと思った。この本の中に、

その時のイメージも掲載されている。（図1）

空間がもたらす暗黙知
　このオフィスには、50名弱の席がある。

シェアオフィスではあるが、パーティション

等はなく、バラバラの組織や個人が 1つ屋根

の下、空間的な境界がないまま共存している。

　中心となるのは、15席を使い、この空間の

運営もつかさどっているOpenAだが、その他

は10以上の会社が入居している。口コミで集

まってくれた仲間もいれば、東京R不動産の記

事を読んで訪ねてくれた人もいる。

　職種も様々で、建築家、カメラマン、編集

者、ITベンチャーのスタートアップ、飲食

業、建築施工、不動産など。なんとなく関係

があるようで、でも強いつながりは無い業種

の数々。中には、まんが家さんまでいる。こ

もって集中しているイメージが強い職種なの

で、なんでこの場所を選んだのか聞いたこと

がある。その時の答えはこんなものだった。

　「ずっと部屋にこもって仕事をしていると、

なんだか自家中毒に陥ってしまいそう。適度

にノイズがあって、逆に集中できる。リラッ

クスしたいときはキッチンで誰かと雑談もで

きる。そんな空間を探していた。」

　彼女はオフィスの中のいろんな場所を、日

によって変えながら仕事をしている。iPadで

描いているので場所を選ばないようなのだ。

プロの漫画家がiPadで描いてるなんて知らな

かったので、それだけでも新鮮だった。話し

かけてもよさそうな時と、やめておいたほう

がよい時はなんとなくわかる。この空間を共

有している人々特有の暗黙知のようなものが

存在しているからだ。

ラックとキッチンによる基本構成
　空間構成は極めてシンプル。およそ30メー

トル×30メートルのフラットな床に倉庫用の

スチールラックが配置され、空間全体の秩序

をつくっている。そこに木製の天板をはめ込

み､ デスクとした｡ 本棚を追加でビルトイン

することもできる。入居者が自分の空間をカス

各　論
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屋根のある
公園のような空間が
もたらす新たな働き方

馬場正尊

OpenA代表

馬場正尊
建築家
株式会社オープンエー代表取締役／公共R不
動産ディレクター
1968年佐賀県生まれ。1994年早稲田大学大
学院建築学科修了。博報堂で博覧会やショー
ルームの企画などに従事。その後、早稲田大
学博士課程に復学。雑誌『A』の編集長を経
て、2003年Open Aを設立。建築設計、都市
計画、執筆などを行う。同時期に「東京R不
動産」を始める。2008年より東北芸術工科
大学准教授、2016年より同大学教授。近著
に『PUBLIC DESIGN 新しい公共空間のつ
くりかた』（学芸出版，2015）、『エリアリノ
ベーション 変化の構造とローカライズ』（学
芸出版，2016）、『クリエイティブローカル 
エリアリノベーション海外編』（学芸出版，
2017）がある。
ウェブメディア『団地R不動産』（2011－）、
『公共R不動産』（2015－）運営。2017年
より沼津市公園内公共宿泊施設『INN THE 
PARK』運営。
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タマイズしやすいようになっている｡（写真2）
　この空間の中心となるのは巨大なキッチン。

火を囲むとつながりが生まれやすいのは人間

の本能なのだろうか。キッチンには何故か自

然と人が集まり、会話が起きる。かつて給湯

室は噂話やオフラインミーティングの重要な

場だったが、長らくオフィスの端っこに追い

やられていた。しかしここではオフィスの中

心、もっともオープンなポジションにある。

（写真3）
　時折、入居者が調理を始めることもある。

スープの入った大きめの鍋には「多めに作り

ました。自由に食べてください」とメモされ

たポストイットが貼ってあったりする。パン

を定期的に焼くことを自身の仕事のスイッチ

にしている人もいる。いい匂いが立ち込める

のは、彼のモードが切り替わった合図だ。

　固定的な席を持たない僕は、空間を移動し

ながら仕事をする。集中したいときは物陰に

隠れ、そうでない時はあえてうろうろしてい

る。するとスタッフの誰かに捕まえられ、テ

ンポラリーなミーティングが始まる。

　それぞれの人間たちが、自分のモードに

あった場所の選択と行動を行っている。それ

が多層的に積み上がることで、この空間のバ

ランスが取れているような気がする。

写真2　倉庫用のスチールラックに天板をはめ込んだデスク

場の共有がプロジェクトを生む
　場所がプロジェクトを生むことがある。

オープンなミーティングテーブルでは様々な

企画会議が行われている。コンプライアンス

が求められる会議のためにクローズなスペー

スも用意されているが、ラフなブレストはこ

こで行われていることが多い。

　通りすがりに会話の内容が耳に飛び込んで

きて、「それなら、ちょうど良い人を、紹介で

きるかもしれない」、という感じでディスカッ

ションにカットインできたりもする。自らの

組織の中に閉じていてはつながらないが、こ

のような空間で働いていると、その先のネッ

トワークに接続できる機会が増えてくる。お

互いがどんな仕事をしているのか、はっきり

は分からないが、なんとなく把握している。

その距離感がちょうどよく、だからこそ適度

な無責任感で会話に入ることができる。時々

そのアイディアが次の展開を生むこともある。

　最近は、入居者同士によるプロジェクトも

始まろうとしている。お互いの仕事をなんと

なく理解していることと、空間を共有してい

ることが大きい。同じ場所にいるからこそ、

意外な組み合わせのプロジェクトも起こって

いる。アクティブな場所は仕事を生み出すイ

ンキュベーションでもあるようだ。

廃棄物を利用した家具
　空間のアクセントになっているのが廃棄物

を活用した家具たちだ。

　これらの家具は、産業廃棄物業者のナカダ

イとのコラボレーションによって進められて

いる「スローバックプロジェクト」の作品で

もある。この空間の家具のほとんどが、この

プロジェクトで生まれた廃棄物の転用によっ

て作られている。

　跳び箱をひっくり返し、ガラスの天板を置

いたラウンジセット（写真 4）。ソーラーパネ

ルがそのまま天板になったミーティングテー

ブル（写真5）。
　LED化により大量に余った高速道路のライ

トは、地上に降りてくると巨大な照明になる。

　ユーモアのあるこれらの家具たちは絶好の

会話のきっかけになる。

　「いったい、これは何なんですか?」

　案内しながらこんな会話が始まると、初め

て会った人でも打ち解けやすい。家具は時に、

コミュニケーションツールであることを実感

する。

（上から）
写真4　 跳び箱をひっくり返しガラスの天板を置いたラウンジ

セット
写真5　ソーラーパネルが天板になったミーティングテーブル

ずっと工事中、UnderConstruction
　この場所を「UnderConstruction（工事

中）」と名付けてみた。

　竣工してもダラダラと空間を作り続けてい

て、いつになったら完成するのだろうと言わ

れていたのだけど、いっそこのまま完成しな

いのが似つかわしいのではないか、と思うよ

うになってきた。この空間自体が試行錯誤の

プロセスそのものだ。固定化された空間は、

柔軟な発想や交流を阻害してしまいそうだ。

空間を流動的に、あえて不安定にしておくこ

とで発想や行動の自由を誘発したい。

　もう一つ都合が良いのは、散らかしていて

もあんまり散らかっているように見えない、

ということだ。完結した空間は美しいかもし

れないけどノイズを嫌う。ここはその逆で、

常にどこかで誰かが新しい何かを工作してい

る。ノイズが入り込む余地があらかじめ用意

されているのだ。

　工事中であり続けることは、いつまで

も組織が完結しない意思表示でもある。

UnderConstructionは、新しい仕事と働き方

の実験を続ける。

（ばば　まさたか）

写真3　オフィスの中心にある巨大なキッチン
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時間に寄り添う建築
　そもそも時間は連なっていて、そこに建築

がどう寄り添うのかということを考えないと

ならないかもしれない。つい我々日本人が建

築を考えると「この建物が建つことを想像す

ると共に壊されることも想像しないとならな

い」。でも、パリで改修のお仕事をさせても

らっていると、そこで学ぶことがあり、それ

は彼らに建て替えという発想はないことだ。

以前にも建築アーキテクチュア展という日仏

の若手建築家が集って交流をし、展示を行う

という機会があったのだが、その時も建築を

するということはこれがその地に一生存在す

るものという発想の元に彼らは設計している

ことに気づかされた。それはとても素敵なこ

とでそうであってほしいのは言うまでもない。

でも、日本においてそんなことをいっても始

まらない。素材が木材などいずれは朽ちる材

料を使用していることや地震という災害があ

ることなどからすると同じ発想には立てない。

でも、そんな中でも日本らしい有機的なサス

ティナブル都市のあり方があるのではないだ

ろうかと最近思う。

足さずに引くだけの改修
　最近、自分で設計していてなんとなく、感

じ始めていることとして、自分が今設計して

いるものはそのうち誰かによってまた手を加え

られるということをなんとなく意識して設計し

ている気がする。どうして、そんなことを考え

るようになったかというとどうも発端は2008

年に完成したSAYAMA FLATがあるように思う

（写真 1）。足さずに引くだけで集合住宅のイ

ンテリアの改修を行ったプロジェクトである。

写真1　SAYAMA FLAT（太田拓実撮影）

　そのプロジェクトは以前使用していた

HAPPAというシェアスペースに引っ越して間

もなく SAYAMA FLATというプロジェクトの

依頼があった。最初にクライアントである中

村元社長がHAPPAに来た時も、「建築家の先

生はズルい。自分の所はこんな安く、そして

カッコよくつくるのに、他人のところになる

といきなりよそ行きになる。僕はこっちで考

えて欲しいな」と当時まだまだ改修と言って

も白づくめでキラキラした改修が多かったな

か、まったく塗装もされていないHAPPAを見

てそう言って我々をうまくいい気分にさせ、

このプロジェクト、「足さず」に「引く」だけ

で新たな空間を作るデザインがそれをきっか

けに始まったのだ。

　この既存の建物は日本の高度成長期時代に

核家族化が一気に加速し、そのニーズに合わ

すべく、狭い面積でできるだけ多く、そして

部屋を短期間で大量に供給できるnLDK型プラ

ンニングが生まれ、この建物もnLDK型設計で

30室一気にプランニングされ、社宅としてで

きた。

　それから40年近く経ち、その役割も終え、

これから少子高齢化に向かい、部屋があれば

勝手に埋まり、遠くても需要がついてくるス

プロールの時代から、部屋や地域の質を問わ

れる時代に入った時、この建物は都心から離

れた上駅からも遠く、ありきたりのnLDKプ

ランな上、古い。現状復帰をしたとて、急遽

空いた30室は埋まらないということになり、

我々のところに相談がきた。なぜうちなんだ

⁈って思ったが、さほど他に仕事もなく否応

なしにやることになった。また、そんな立地

ゆえ、デザインをしてもその分のリターンは

見込めず、想定の工事費が現状復帰工事と同

等で、かなりの破格値での改修計画となった。

そんなものだから、解体撤去も白く塗ること

も確実に費用のかかる一つの工事と認識させ

られ、白い壁でも、スケルトンの壁でもなく、

今目の前に見えている既存の壁こそが初期設

定であることを当たり前だが意識させられた。

作らなくても絵になる
　もともとは少々解体をし、すっきりさせな

がらIKEAなどで安いキッチンなどを買ってつ

けかえればいいやと安直に考えていた。そし

各　論
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「建築と時間」

長坂　常

スキーマ建築計画代表

長坂　常
1998年東京藝術大学卒業直後にスタジオを
立ち上げ、シェアオフィス「HAPPA」を経
て、現在は青山に単独でオフィスを構える。
主な作品として（建築）SAYAMA FLAT
（2008）、奧沢の家（2009）、HANARE
（2011）、TAKEO KIKUCHI　SHIBUYA
（2012）（インテリア）LLOVE（2010）、イ
ソップ青山店（2011）、ブルーボトルコー
ヒー（展示）ミラノサローネ（2015）など
多数
受賞歴として、2008 5 th In terna t iona l 
Bauhaus Award 2 位／SAYAMA FLAT
 2013 JCD アワード（金賞／タケオキクチ
渋谷明治通り本店、銀賞／パパブブレ東京大
丸店）
2017 JCD アワード（銀賞／ブルーボトル
コーヒー中目黒カフェ、銀賞／デサントブラ
ン丸の内）など
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て、まずは薄暗く陰鬱な部屋に光と風を通す

ため、解体を始めた。しばらく無心に壊して

いたのだが、ふと手を止めて解体の様を見た

時、壁がなくなり、光や風が通るようになり

清々しさを感じるとともにnLDKの構成が崩

れ、間に「空（あき）」が生まれ、その「空」

を通して様式の異なる部材同士の関係が新た

に生まれ変わっていることに気づいた。ま

た、さっきまで汚らしく交換するものとばか

り思っていたキッチンをバイトの子がやるこ

ともなくひたすら磨いていてくれたおかげで、

その古い形がむしろかっこよく見えることに

気づき、そのまま維持することになった。も

しかしたら、予算があれば、そんな風景を見

てもそんなことは思わなかったのかもしれな

いが、その時、もしかしたら一切作らなくて

も絵になるのではないかと思ったのだった。

そこから「引く」だけでデザインすることを

考え始め、SAYAMA FLATが誕生した。

「使われてこそ増す美しさ」
　SAYAMA FLATが出来た時、いろいろ自分

の中で衝撃はあったのだが、その中で、あの

改修が引くだけで足さないという構成方法を

とったことで機能的に満たされないところも

あり、そのため、賃貸でありながら、住人自

ら内装に手を加えていいよという話にしたの

だ。今やそんな物件もちらほらみるが、当時

はそんなの全くなく、後にこの建物が転売に

なるまでそのルールは適用されており、何度

か、そのセルフリノベーション後のおうちに

遊びにいったことがあるのだが、それをみた

とき、「なぜか嫌じゃない。むしろいいじゃ

ん」って初めて竣工後にお客さんのお宅に伺っ

て思ったのだ。それまで、おこがましいこと

だが、完成後お店で言えば、想定外の服がか

かっていたり、家で言えば、想定外の家具や

洗濯物などが入った光景を見てがっかりして

いた。でも、SAYAMA FLATではそんなこと

全く思わなかったのだ。それが自分としては

衝撃的でなぜだろうと考えたのだが、結論と

して、おそらく自分が何も作っていないで間

引いたからなのかなと思った。ただ、改めて

新築でも「使われてこそ美しさを増す」建築

を作りたいと当たり前のことを設計活動を始

めて10年後に初めて考えたのだ。

　そして、それを少し体現できたのがHANARE

（写真 2）で、それは元から施主より「ここは

実験の場でその後必要に応じて手を入れてい

きたい」と言われ、そのために「全て知って

いる必要がある。工務店に一括でお願いする

のではなく、分離発注にし、すべての計画と

工程に関与したい」と言われた。実はその二

つの要望を我々に課した時、相乗効果があっ

たことは後で気づくのだが、そもそもインテ

リアではあっても建築では分離発注し、工

程を管理する経験などしてきていない我々に

とって工程管理は非常に難しく、できるだけ

簡単にするために作業工程に「行って来い」

がなく、工程間の結びつきがわかりやすい作

りを目指し、それにあったデザインを心がけ

た。具体的には配線をむき出しにしたり、配

管を仕上がった面に穴を開け屋外に垂直に出

したり、建具も壁の中に作るのではなく、壁

と同様に直接天井から吊り下げ必要に応じて

移動できるように考えた。また、施主の趣向

として日頃手に触れるものには高いこだわり

がある一方、上記の通り、いつでも手を加え

変化させるための躯体やインフラをあらわし

にしたことによって、その 2つの質の間に心

地よい矛盾が生まれ、その結果、空間にスキ

を生み、洗練されたデザインも百円ショップ

で売ってそうなチープなデザインも色々な種

類のデザインをおおらかに受け止められる空

間、「抜き差しなる関係」の空間が生まれた。

写真2　HANARE（太田拓実撮影）

完成はこないが古くもならない
　そして、これが最近になってより進化し、

インテリアが必要最低限の設備だけで間仕切

りや天井、床のない状態で明け渡し住んだも

のが自ら手を加える住宅を設計させてもらっ

ている。さすがに素人では手がつけられない

構造とエクステリアやトイレ、お風呂、キッ

チンなどの設備工事までを我々が計画し用意

し、その後を住まい手であるアーティストと

その奥さんが好きに手を加えながら住むこと

になる。もちろん、我々から引き渡す時も完

成でなければ、住みながら必要なところに手

を施していくので、どこまでたっても完成は

こないが古くもならない。そんな住宅である。

日本らしいサスティナブル都市へ
　また、最近、延岡で竣工したリノベーショ

ン物件では、建物全体は度重なる増築で延べ

床面積が400㎡くらいあるのだが、住宅として

彼らが必要としている広さは120㎡程度。普通

なら、全部壊して、120㎡の家を新築する。使

わないところをただ放置しておけばいいわけ

でもなく必要なところを安全に維持しようと

するとその使わないところも含め全部を補強

したり、直したりしないとならない。よって

お金もその分余分にかかる。でも、かといっ

て120㎡の建物を建て、土地を余らせてもこの

地においてさほど意味がない。今は具体的な

使い道がわからないまでもemptyのまま置い

ておくという判断をとり、どう、そのempty

を配置するかを、実際に使用する部屋の配置

と共に考えた。この発想は今後建物内だけで

なく、都市においても行われることだろうと

思う。最近、着工した前橋の商店街の新築工

事では土地は十分にあるものの、取り扱うお

店自体が必要とする面積が狭いことからあえ

て敷地内に空き地を設け、そこを近隣の商店

に使ってもらえるように考えている物件があ

る。そして、ただ周りにそれを使わせるだけ

でなく、後に続く近隣にもその発想を与え、

結果的に町全体の余地が繋がり、一次元的な

アーケードの商店街から多層な街になって

いったらいいなと思って近隣を視野に入れ設

計している。

　そんな風に少しずつ社会状況や価値観が

変わることによって有機的に都市が変容し、

様々なスタイルで息を吹き返し変化していく

そんなあり方が面白いなと思うし、日本らし

い建築や都市のあり方なのではないかと思う。

（ながさか　じょう）
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身近な聖なる緑
　日本には、10万社とも言われる神社がある

とされている。その多くが社殿をとりまいた

森に覆われている。子どもの頃、近くのこの

森で遊んだことのある人も多いだろう。鎮守

の森は、都市のど真ん中にもある。神社の鳥

居から始まる参道を歩むと森の世界に囲まれ、

本殿に近づくにしたがって、ありがたい気持

ちが湧いてくる。そこは静寂の世界、神が降

臨している聖なる世界、生物生命が蠢いてい

る世界。この鎮守の森は俗なる都市の世界と

隣接しているから、俗世界から聖なる森の世

界へは、わずかな時間ではいることができる。

　公共の造園をてがける造園家として、筆者

は多くの公園の設計に従事してきた。つねづ

ね都市公園に鎮守の森のような聖なる深い森

がないことに憂えていた。欧米から輸入した

都市公園は、遊具などが主体で、緑が少なく、

土はむきだしで、みどりの芝生さえなかった。

「中自然の森」は、水と緑の惑星
　都市に森をつくる思いもかけない機会が

巡ってきた。新梅田シティの公開空地に設計

した「中自然の森」である。中自然の森は、

新梅田シティの建築群、ホテル、レストラン、

滝見小路の食堂街、事務所棟などに囲まれた

直径70mの円弧の中に、周りを海に見立てた水

面で取り囲まれた森で、「水と緑の惑星」を表

象し、地球のイメージで設計した（写真 1）。
陸域の中自然の森への道は、海洋を渡るモー

ゼの橋からと、二つの小さな橋でつながれて

いる。橋を渡って中自然の森に入ると、源流

から、渓流、渓谷、湿地の風景が繰り広げら

れる。水流の緩急の動きは、 7つの滝によっ

て生まれる。空中庭園から中自然の森に降り

注ぐ列柱滝、逆流滝、小滝、カスケード滝。

勢いのある水流は再び海に注がれる。奈落の

滝が、モーゼの橋の足元に落ちる。逆流滝に

よって水流は地球の庭から新梅田シティの街

に出、街を一巡する。水流は、再び地球の庭

に布滝になって、中自然の森に注がれる。中

自然の森は、水の循環によって、地球の庭に

なる。

森のなかで都市が消える
　円環で囲まれた地球の庭には、ホテルのロ

ビー、事務所棟の滝見小路広場、南正面広場、

中央広場からの 4つの出入り口がある。地球

の庭にどこから入って、どこから出ても必ず

中自然の森を通る。滝見小路広場からホテル

を結ぶ小道は、海を切り刻んだモーゼの橋で

渡り、中自然の森に分け入る。そして渓谷に

そって森を歩き（写真 2）、森を抜け出る時

に、湿原の水景にかかる小さな橋を渡りホテ

ルに入る。この行程の間、歩行者は地球の庭

を囲む建築群の姿を全く見ないで済む。ひた

すら地球の庭の水系と森に視線を投げかけた

ままである。地球の庭に入る前の事務所棟は、

後ろを振り返っても、森によって完全に遮断

され、消し去られる。森は高木、中木、潅木、

草本によって三次元空間を埋められていて、

中自然の森に入ると、都市が視界から消える。

都会に流れている時の世界から、植物が成長

し、植物の季節の移ろいの時の世界へ十メー

トルあるいは数分の歩行で体験できる。

写真2　中自然の森の渓谷を歩く子供たち

森のなかから天空の風景が現れる
　中自然の森に入り、森の樹冠を通して上空

を見上げると、空中庭園が覗いている（写真
3）。空中庭園の丸い穴を通して、その先に天

空が現れる。垂直に見上げる視線は、中自然

の森を天空に結び付け、宇宙の時空とつなが

るコスモロジーの世界を生み出している。こ

の宇宙と交信できる垂直軸を背景に、列柱滝

が、天空から地上の中自然の森に住むあらゆ

る生物たちに生命を吹き込む（写真 4）。そこ

には、都市→森→宇宙の三つの異なる時空を

各　論

5

地球の庭
―時が移ろう囲まれた聖所―

吉村元男

環境事業計画研究所会長

吉村元男
1937年11月 6 日生まれ、京都市出身。京都
大学農学部林学科卒業　造園学専攻
1968年環境事業計画研究所を設立し、代表取
締役所長に就任。2001年 3 月同研究所を退
職し会長に就任。同年４月から鳥取環境大学
環境デザイン学科教授に就任｡ 2008年退職｡
「万博記念公園の森の基本設計」で日本造園
学会賞、「鎮守の森の研究」で環境賞、「都市
公園での功労」により北村賞など受賞。
著書に「都市は野生でよみがえる」、「エコハ
ビタ環境創造の都市」「ランドスケープデザ
イン」、「水辺の計画と設計」、「森が都市を変
える」、「都市に生きる方途」、「地域油田」、
「吉村元男の景と詩」など。

写真1　 都市的建築物に取り囲まれた直径70mの円弧のなかの
地球の庭
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体験できる短い散策の旅がある。そして旅は、

森から出て再び都会に向かう。この中自然の

森を介した往還の体験は、私たちが暮らして

いる都市が、地球・宇宙の中にあることを教

えている。こうして中自然の森は、「地球の庭」

へと転換する。フランスの地理学者オーギュ

スタン・ベルク氏は、この地球の庭について、

都市において、新しい庭ができたことを、「地

球と存在の哲学」のなかで、次のように紹介

している。

　「吉村元男が大阪の新梅田シティに、「中自

然」（自然のプロセスと人間の行動が結びつく

場所）というコンセプトに基づいて作った庭」

であると。

写真3　中自然の森の樹冠を通して空中庭園を見る

写真4　中自然の森に注ぐ列柱滝

円弧のなかの地球という聖所
　この新種の庭が、円弧の中にある意味をベ

ルク氏は次のように述べている。（写真5）

写真5　円弧の中の地球という聖所

　「とりわけ境界というもの（家の敷居、都

市の城壁、寺院の柱廊、絵の額縁等）は聖性

を帯びやすい。有限から無限への関係を設け、

そうして地球の限定された場所に世界の広大

さ（さらには絶対者の卓越）を現存させるか

らである。ギリシャ語やラテン語で、tem-と

いう語根（「切る」の意。そこから切断とし

ての境界の観念が生じる）がtemerios（囲ま

れた聖所）やtemplum（寺院）と関係を持っ

ていることが表現されているのはまさにこれ

である。中略、たしかに古代都市の城壁の内

部に、聖なるコスモロジーが表現されていた

のと同様に、これらの庭は、十分に保護され

た囲い地の内部に、自然が脅かされるように

なってから私たちの社会が自然に与えるよう

になったすべての価値を表現している。この

ような自然を聖化しようとする傾向は、宇宙

に対する人間の意識の単子論的関係を構造物

で表現するという欲求さえも越えて、聖なる

空間を保護する囲い地という古代ギリシャの

temenosの原則を再発見するようになってい

る」

マクロとミクロの往還によるエコロ
ジー運動
　さらに、新種の地球の庭の出現の背景に、

エコロジー運動があるとして、次のようにベ

ルク氏はいう。

　「ミクロコスモスとマクロコスモスの間の

単子論的関係は聖なる性格をもつ。縮小され

た形態のミクロコスモス（庭園、家、都市、

曼荼羅等）が人間の意識における無限という

ものの反映を移し替えたものである。」とし、

中自然の森が地球の庭へと聖なる庭になると

同時に、「人間の創造性はそこにひとつの「自

然」を表現するが、その自然の源泉は近代科

学（この場合は生態学）にあり、もはや神話

のなかにはない。」としたうえで、「エコロジー

運動のおかげで、新種の「庭園」が陽の目を

みることになった。このような関係が、今日

多くのエコロジストを動機づけ、たとえばよ

く知られた「地球規模で（すなわち地球の尺

度で）考え、局地的に行動する」という公式

で表わされている。」

時の垢を吸って成長する人工の森
　筆者は、公共造園の設計で、都市に森を創

ることをテーマとしてきた。都市は、都市の

まわりの自然や農地を潰して大きくなる。都

市化の跡に残るのは都市砂漠と思っていたが、

東京のような大都市でも、80有余年にもなる

神宮のような人工の森がある。筆者は、この

神宮の森に勇気づけられて、1970年大阪万博

会場跡地に、100ヘクタールの人工の森・万博

の森を設計した（写真6）。もうすぐ45年を迎

える。今、25年の中自然の森を見るとき、そ

れぞれの森が、時代が吐き出す垢（炭酸ガス）

を吸ってすがすがしい空気（酸素）を生み出

し、時代を浄化する聖域として成長する「時

の力」に、改めて森の霊験な力を感じる。

写真6　時代が吐き出す垢を吸って、成長する万博の森

（よしむら　もとお）

註・参考引用文献
「都市は野生でよみがえる」吉村元男著　学芸出版社
「地球と存在の哲学」オーギュスタン･ベルク著　ちくま書房
「森が都市を変える」吉村元男著　学芸出版社

写真出典
写真 1、 2、 3、 5の出典；「LANDSCAPE New Concepts 
in Architecture ＆ Design　現代建築集成/ランドスケープ」
宮城俊作編集　株式会社メイセイ出版
写真 6の出典；日本万博記念協会
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発想
　白い紙に書かれた黒い文字を読み始めたそ

の時から、頭の中には空間が広がり時を刻み

始める。想像は果てしなく広がり無責任な妄

想にまで発展する。文字を追いかけていく中、

色が乱舞し始める事が多々ある。形にならな

い迷走。その空間は複雑化し、すでに現実的

ではない。その辻褄の合わない空間を楽しみ

ながら妄想は広がり続け、大風呂敷を広げた

つもりで自分を解放していく。行くところま

で行ってしまえ、何とかなるだろう…という

気持ちで第一段階の想いを絵にする。そんな

楽しい時間を何度も繰り返しているうちに大

切な何かが見えてくる。［必要なモノ］［必要

とされているモノ］次なる作業は、それ以外

を引き算していくこと。余分なモノは大切な

モノをぼかしてしまうから。

　舞台という限られた空間の主役は演者。演

じる人間の良き協力者としての空間でなくて

はならない。必要なモノ以外は当然必要では

ない。それらを見極め必要とされているモノ

だけで空間を構築していく。

心の目で見る空間
　両眼ともきわめて視力が弱かった異国の男

性に見えていた日本の幻影。そして［目に見

えないモノ］の出現。小さな生き物たちの気

配を感じ、心の目で見ていた美しい日本の庭。

男はそれらを愛で、日本人の心を愛した。

　この物語のために創造した空間は、男の魂

の無意識の闇の中にふわりと浮かんだような

3つの趣の違う庭。それぞれ独立した形で劇

場の闇の中に配置した。庭はあの世とこの世

を繋ぐ場、庭のずっと先は黄泉の国と考え、

この世である男の書斎は最小限の物で構成し

て中央に配置、その周りを少し傾斜した 3つ

の庭が中央の書斎より少しだけ高い位置に浮

かび上がってこの世を取り囲んでいる。「メト

ミミトヤミ」（ピッコロシアター・2016年上

演）という作品（写真1）。
　一つめの庭は蓮池。現世より少し外れるよ

うなイメージで蓮を水銀色で表現。池の底か

ら光を放つように水面を透明ブルーのアクリ

ル板にして、水面に揺れることのない波紋を

描きました。その光る池に演者を立たせるた

め飛び石を配置。ここには虫など小さな生き

物が集まる。デフォルメした蓮は演者の背丈

ほど巨大化させた。

　二つ目の庭は枯山水。男は作家である。日

本の事を「一切のモノが西洋より小さく、神

秘的・優美な規模で出来ている」と書いた。

男の愛した日本の美、静寂、愛らしさを枯山

水に込めた。飛び石は庭から零れ落ち、蓮池

のそれと同様あの世とこの世を繋げる役割を

担っている。

　三つ目の中央奥にある庭は、苔むした築山

と祠・お狐様。目に見えない心地よいモノが

ほのかに感じられる世界観を意識して創作。

余分なモノやそれぞれの庭の繋がりは暗闇に

溶け込ませ、庭の飛び石は闇の中で遊ばせた。

　主人公の男の心の目となっての創作はかな

り自由で楽しいことではあるが、この主人公

の男は小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）。松

江市に小泉八雲旧居が残されていて記念館に

なっている。そこには彼の書斎と彼の愛した

庭園が再現されている。当然うそはつけない

のでそれらをしっかり調べた上での創作とな

る。舞台美術は、まず調べることから始まる

場合が多くある。戯曲はあらゆる時代や場所

を彷徨う。その時間と空間を再生し立体化す

るには知らない事はとにかく調べる必要があ

る。戯曲を解釈するためにもひたすら調べる

日々が続く場合がある。戯曲を理解し空間を

創作するために新たな言葉がどんどん積み上

がる。一人前の研究者の入り口くらいに立っ

た頃、自然に空間が出来上がる。深く調べ納

得する事は自信となり、自信があれば大胆に

なれる。大胆な行いは余裕と遊びを生み出し

てくれる。それがオリジナルとなりその人に

しか創れない空間になると思う。

写真1　「 メトミミトヤミ」

各　論

6

「幻の空間と遊ぶ」

加藤登美子

舞台美術家

加藤登美子
1960年三重県生まれ。大阪芸術大学舞台芸
術学科舞台美術コース卒業。フリーの舞台美
術家として、南河内万歳一座・兵庫県立ピッ
コロ劇団・関西芸術座など関西の劇団を中心
に活動。
1987年海外公演の経験をキッカケに、長期
滞在型渡航を始める。現在までに訪れた国は
20ケ国以上になる。1992年ピッコロ舞台技
術学校講師就任。1998年大阪芸術大学非常
勤講師就任。この年より古典の世界である人
形浄瑠璃の装置と衣裳も手掛け始める。
1983年　第 9 回舞台テレビ美術展大阪府知
事賞受賞、1997年　第24回伊藤熹朔賞新人
賞受賞、1999年　大阪舞台芸術奨励賞受賞、
2012年　第39回伊藤熹朔賞奨励賞受賞、
2013年  尼崎市民芸術賞受賞。
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ニオイをデザイン
　劇場空間において黒は無いものと考えられ、

その約束は観客とも結ばれている。したがっ

て黒い幕や黒い床で構成されている舞台空間

は無である。無の空間にまず空気を創る。そ

れぞれの物語が持っている独特のニオイを感

じさせる空気である。まずその感覚的な部分

を保証しておけば空間をかなり遊べる。

　たとえば「日本三文オペラ」（兵庫県立芸

術文化センター・2012年上演）という作品

（写真 2）。この作品が必要としている空間は、

荒廃した日本の戦後社会において、帰るとこ

ろも行くところも無い底辺に生きる人間たち

が住まいしている場所。猥雑で酸性の異臭が

立ち昇るような場所。土にしがみついた、か

さぶたのような家。屋根と壁が押し合いへし

あい積み重なった部落。よろよろとみすぼら

しく、いびつで歪んだ家。最初のイメージ画

は、かなり自由である（写真3）。
　舞台空間は、低湿地帯に暮らす最下層の人

間達の暮らしを強く印象づけるため、奥の高

い位置に表通りを設けた。劇場の四角い空間

を社会と仮定して、そこからはみ出し、流れ、

こぼれ落ちるような彼らの生きざまを表現す

るため、前方の客席を斜めにカットして部落

を舞台の枠から客席へ溢れさせた。本来客席

にある出入り口は泥棒集団「アパッチ族」の

部落入り口とした。入口ゲートも設けた。ま

た、地を這うような彼らの暮らしをより一層

強調するために舞台の床に穴をあけ、床下の

空間から家を創り演者は地の底から這い出て

くるように登退場する美術演出を加えた。道

から屋根へ、屋根から屋根へ、そして物干し

場へと駆け抜けることが出来る動きも可能に

した。腫れ物のような家、苔のような部落は

すべてが演技エリアとなった。人間臭をより

感じさせるために洗濯物や子供の落書きを楽

しんだ。

　劇場の無の空間に物語の世界が立ち上がり、

ニオイを放ち始めた頃から時間が流れ出す。

演技する空間
　本来、舞台美術は上演の間だけ生きる空間

である。上演期間が終わり出番がなくなると

同時に消えてしまう。

　しかし、上演期間においても現れては消え

るを繰り返し、そこに留まらない場合があ

る。なぜなら戯曲は簡単に時空を飛び越えて

しまうからだ。したがって空間は演者と共に

演技をする必要がある。共演者なのだ。時に

空間は主人公の冒険の旅に付き合う必要があ

る。冒険というだけあって次から次へ新しい

空間が必要となる。その移動中も重要で物語

を止めるわけにはいかない。したがって、移

り行く過程も楽しませる必要がある。そこで

［一粒で二度も三度もおいしい仕掛け］が必要

となる。裏返したり、折り曲げたり、回転さ

せたり、思いもよらないところが開いたり…。

そこにあるものを舞台上で七変化させるわけ

である。その上いろんな顔を持つそれら同士

の組み合わせも変え、空間全体の構成を変化

させていく。この変化は演者の呼吸と共にあ

り、主人公の冒険の旅が終わるまで続く。つ

まり一期一会なのである。「扉のむこうの物語」

（ピッコロシアター・2011年上演）（写真 4）。
冒険の舞台は、多くの扉と階段で構成されて

いる街。組み替えれば表情の違ういくつもの

街角が現れる。階段状の造形は構成舞台に適

している。登って降りるだけでどこか別の場

所へ行ける。それが橋ならますます良い。橋

はくぐれる。橋の上と下で二つの世界が同時

に存在できる。そして懸け橋なる言葉がある

ように人の心も繋いでくれる。逆に断ち切る

こともできる。

光と空間
　光（明かり）の魅力を空間に取り込み、味

方につけて創造するということは、すでに空間

と共に時間が存在しているということである。

光は空間に季節の色と時間を与えてくれる。

　「赤ずきんちゃんの森の狼たちのクリスマス」

（ピッコロシアター・2017年上演）（写真 5）
という作品の世界は、深くて大きな森。夢の

中の迷いの森のしかも夜の物語。そこは思い

出の夢の森。光が無い夜だからこそ光を強調

することで、暗い闇が表現できると考えた。

樹々が重なり合い、光の抜け道から透けて見

える森の奥。光を美しく通す素材の重なりは、

光の層を創り、重なる光は深い森を創り出し

てくれた。光をたっぷり含んだそこは、迷い

の森に潜む命を樹々の隙間から見せてくれた。

そして大きく光を包み込んだ時、森は大きな

ランプとなり温もりを私たちに与えてくれた。

写真5　｢赤ずきんちゃんの森の狼たちのクリスマス｣

　空間に命を授けてくれるのは光（明かり）

である。

（かとう　とみこ）

写真4　｢扉のむこうの物語｣

写真 2　「日本三文オペラ」 写真 3　同イメージ画
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今回Ȃ関西̥͉ͣͥ͊ͥ 5 時間以上̥̫̀長

野県上諏訪ͅあͥςビσΟͻンΈΓンターへ

取材ͅ行̧̹̽̀ȃ関西̥͉ͣȂや͉ͤ遠い

…ȃ東野さ̦ͭ言う͢うͅȂ全国ͅ同̲͢う

̈́施設̦̽͂͜増え̀欲̱い͂思うȃςビσ

ΟͻンΈΓンター͉́Ȃ古材ͬ使̹̽Ξーή

σ作͈ͤ̈́̓ワー·Ώョッίͬ行̹̽ͤȂδ

ρンΞͻͺ͈方͂一緒ͅκノͬ作̹̽ͤ͂Ȃ

様々̈́活動̱ͬ̀いͥȃ又Ȃ見学者͜ͅ全̀

公開̱コンΓίΠ͜丁寧ͅ伝え̩̀ͦͥȃ彼

曰̩ȶ独ͤ占̱͉͛̀い̫̈́いȃȷ͈͂事ȃ文

化ͬ広͉͛ͥͅ何事͜抱え込ͭ́い͉̀駄目

́Ȃ΂ーίン̈́環境̩ͬ̾̽̀い̥̫̈́ͦ͊

̈́ͣ̈́い̷͈̺う̺ȃ̷̹̩͈̽̽̀͘͜通

ͤ́あͥȃ Ȫ黒栁ȁ亮ȫ

日々͈設計業務̤ͅい̀空間ͅ連̈́ͥ時間軸

ͬ意識̱̀ΟΎͼンͬ落̱͂込̺̭͉ͭ͂

あ̹̺̽ͧう̥ȃ使用̳ͥ素材͜維持・ιン

Ξ΢ンΑ性̦容易̈́人工的͈̈́̈́ͤ͜ͅȂ完

成直後Ȃ空間ͬȶ売ͥȷ̹͈͛竣工写真ͬ

撮̹̽瞬間̷̥͈ͣ価値̦目減̱ͤ̀い̩͢

う͈̱̥̈́͜作ͦ̀い̈́い͈͉́̈́い̥ȃ本

特集͉́Ȃ大いͅ考えさ̵̹ͣͦȃ印象的̈́

言葉̱͂̀Ȃ長坂常さ͈ͭȶ使わ̷̭ͦ̀美

̱さ̦増̳ȃȷ̦強̩響い̹ȃ̾い表層的̈́造

形やコンΓίΠͅ囚わͦ̀い̈́い̥ͬ自問̱Ȃ

̓ͭ̈́使用者ͅ委͇̀͜美̱い͂思えͥ器ͬ

̩̭̦̾ͥ͂設計者͈使命́あͤȂ̷͈̹͛

͉ͅȂ̷̭ͅ宿ͥ時間性ͬ意識̳̭͉ͥ͂強

い要素́あͥ͂感̲̹ȃ  Ȫ今井充彦ȫ

今回Ȃȶ時ͬΟΎͼン̳ͥȷΞーζ̤ͅい̀Ȃ

新̹̈́切ͤ口͈一̾ͅ舞台空間ͬΟΎͼン̳

ͥ各論ͬ取ͤ上̬さ̵̀頂̧̱̹͘ȃ人̦住

͚・集ͥ͂͘い̹̽一般的̈́空間͉̩́̈́Ȃ

物語͈世界感ͅ合わ̵̹幻想的̈́空間̥ͣ時

代背景ͅ合わ̵̹現実的̈́空間͂いう今́͘

͂一味違̹̽空間͈考え方͂̈́ͤȂ自分̷̦

̭ͅ行̧体感出来ͥ空間͉̩́̈́Ȃ目́見̀

感̲ͥ空間ͬ作ͥ͂いう今́͘考え̹事͈̈́

̥̹̽建築̱͈͂̀空間作̦ͤあͥ事ͬ改͛

̀考えさ̵̱̹ͣͦ͘ȃ今後Ȃ舞台ͬ見ͥ際

͉Ȃ舞台空間͜別͈角度̥ͣ見̀い̧̹い͂

思い̳͘ȃ

Ȫ川合隆之ȫ

ͼンΞςͺ͉ΠτンΡや機能変化ͅ影響ͬ受

̫や̳̩Ȃ消費΍ͼ·σ͜早い傾向ͅあ̦ͥȂ

組織設計事務所́扱うͼンΞςͺ͉公共建築

̈́̓長̩残͈͈ͥ͜場合̦多いȃ新築͉́Ȃ

̧̺̫́ͥ意匠的͜ͅ機能的͜ͅ長̩̾͜Ο

Ύͼンͬ意識̱̀取ͤ組͚͢う̱̀ͅいͥȃ

̹͘改修͉́Ȃ新̱さ͜求̦͛ͣͦͥȂ現状

ͅ至ͥ経緯ͬ読͙解̧Ȃ空間͈持̾͢い̭͂

ͧͬ引̧立̵̹̭ͥ͂ͬ意識̳ͥȃ今回͈特

集́改͛̀Ȃȶ時間ȷ͈ΟΎͼン̤̫ͥͅ扱い

方͈多様性͂可能性Ȃ̷̱̀い͈͘時代̤ͅ

̫ͥ重要度ͬ感̧̲̭̦̹ͥ͂́ȃ

Ȫ赤川貴世友ȫ

以前Ȃ街ͬ歩い̀いͥ͂不意ͅビσ͂ビσ͈

間ͅひ̷̽ͤ͂建̾小さ̈́社̦目ͅ入̹̽ȃ

小さい̦周辺ͅ住͘う住民͈方̦手入̱ͦͬ

̀いͥ͂思わͦͥ綺麗̈́社̺̹̽ȃ社̷͈͊

͈樹木͉大̧̩育̻Ȃ社͈歴史ͬ想像さ̵ͥ

͂共ͅȂ周囲͈新̱いビσ群͉͂違いȂ̷̭

̺̫̦建設当時͈時間̦今͜流ͦ̀いͥ͢う

́Ȃ興味深い空間̷̦̭ͅあ̹̽ȃ周囲͈空

間͉͂違う時間軸ͅ存在̳ͥ空間͉Ȃ街や建

築ͅ深͙ͬ持̵̹ͥͺ·ΓンΠ́あ̹̽ͤȂ

強̩自己主張̳ͬͥノͼΒ́あ̹̳̥̽ͤͥ

̱ͦ̈́͜いȃ建築͂時間̾ͅい̀考え̹時ͅȂ

̷うい̹̽空間ͬ探̱͙̀͢う͂感̲̹ȃ

Ȫ岩田圭司ȫ

土Ȃ特ͅ表層土ͅ興味̦あͥȃ堆積物̦分解

さͦȂέ΃έ΃̱̀い̀植物͈繁茂ͅ都合̦

良いȃ何十年あͥい͉何百年͈歳月̥̫ͬ̀

今ͅ至͈ͥ͜ȃ時間軸͂いう意味́Ȃ̹̺単

純̷ͅういう場所͈中ͅ入ͤȂ感̲̭͉ͥ͂

心地͢いȃ今回造園家͈吉村元男氏ͬ推薦さ

̵̀頂い̹ȃ氏͈設計̳ͥ森͉現状ͬ止͛置

̩͈͉́̈́い時間͈流ͦ͂Ȃ樹木͈生命΍ͼ

·σ͈͂関わ̦ͤ存在̳ͥȃ建築̤ͅい̀͜

設計̳ͥ上́Ȃ時間͈為͈程͢い物同士͈距

離感̦大切̺̈́ͭ͂気付̥さͦͥȃ

Ȫ塚口洋之ȫ

時間ͬ止͛̈́いΟΎͼンȃ̭͈言葉̦特集ͬ

組͚際ͅ頭ͅ浮̥̺ͭȃ場所̧̩ͬ̾ͥ͂Ȃ

時間ͬ止͛̈́い̭̦͂大切́あͥȃ̷͈場所

̦培̧̹̽̀時間ͬ切ͤ捨̴̀Ȃ時間ͬ紡̨Ȃ

ΟΎͼンͅ昇華さ̵̭ͥ͂ȃ̭͈巧͙̈́手法

ͬ各論者͉独自ͅ見出̱Ȃ方法論̱͂̀確立

̱̀いͥȃȶ歴史的価値ȷ͉͂一味違うȂ文

化や芸術ͅ根付い̹市民͈共通言語̱͈͂̀

ȶ時間的価値ȷͬ内包̳ͥ動的空間͉Ȃ我々現

代人͈多動的活動ͬ受̫入ͦͥ場所͂̈́ͤȂ

魅力的̈́場̩̿ͤͅ成功̱̀いͥȃ̭͈特集

́Ȃ現代社会̦ȶ時間ͬ止͛̈́いΟΎͼンȷ

ͬ大いͅ歓迎̱̀い̭̦ͥ͂わ̥̹̽ȃ

Ȫ河西孝平ȫ

ȶ時間軸ȷ͂言う言葉͉知̽̀い̱ͥȂ私達͉

時間͈内側ͅい̀Ȃ̷͉ͦ留̭̩ͥ͂̈́͘流

ͦ続̫̀い̭ͥ͂͜わ̥̽̀いͥḁ̥̑͜ͅ

わ̴ͣȂ時間軸͂言う言葉͉普段͈生活͉́

埋̱ͦ̀͘͜い̦̻̈́ͥͅȃ空間ͬΟΎͼン

̳ͥ͂いう͈͉Ȃ実͉ȶ時間ȷͬΟΎͼン̱

̀い̭̥ͥ͂͜ȃ

̷̭ͅいͥ時間̦いい̷̥͈ͣ空間̦いいȂ

̺̥ͣ時間ͬ̽͂͜大切̱̹̩̈́ͥͅȃ日常Ȃ

非日常͈生活͈中́Ȃ̷ͭ̈́΍ͼ·σ̧̦́

̩̀ͥ͂いいȃ̷̱̀次͉ͅȂあͥ空間͈中

́ȶ時間軸̦い̾͂͜違う̸ȷ͂いう体験̦

̧́ͥ͂いい̈́͂思うȃ

Ȫペςー史子ȫ

編集後記
インテリア・住宅系分科会
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はじめに
　大阪市は、環境に配慮した建築物の立地促
進を図るため、総合設計制度許可基準の一部
を見直し、平成29年10月に改正、施行した。

改正の背景
　表 1は、近年に届出を受けたCASBEE大
阪みらいの評価ランクの年度別の内訳であ
る。上位ランクのS、Aがともに減少傾向に
ある一方、B＋、B－ランクの件数が増加傾
向にある。この傾向は総合設計制度適用物件
についても概ね同様である。こうした状況を
踏まえ、先ず総合設計制度を適用する建築物
について、CASBEEランクの引き上げを図る
こととした。

届出
年度

ランク別内訳
計

S A B＋ B－ C
H24 7（1） 39（7）   88（5）   69 0 203（13）
H25 0  　 33（3） 119（4） 103 0 255（7）
H26 4（2） 23（5）   94（3） 130 0 251（10）
H27 5（0） 23（3）   77（12） 103 0 208（15）
H28 3（1） 21（4） 154（11） 129 0 307（16）

表 1　CASBEE大阪みらいの届出状況（件）
注 1）ランクは、上位からS, A、B＋、B－、Cである。
注 2）（　）は内数で総合設計制度適用件数。
注 3） ランクが最終確定していないものが含まれるため

内訳は変更となる場合あり。

改正の概要
■一定規模以上の建築物はA以上に義務付け
　大阪市の総合設計制度では、改正前から、
一定規模以上の建築物についてはCASBEE
ランクをB＋以上とすることを要件としてい
た。具体的には、敷地面積が1,000㎡以上又
は延べ面積が2,000㎡以上の建築物について
はB＋以上とする必要がある。
　今回の改正では、加えて延べ面積が10,000
㎡以上の建築物についてはAランク以上とす
ることとした。ただし、住宅については高さ
が60ｍを超えるものに限っている（表2）。
　これは、大阪市建築物の環境配慮に関する
条例において平成27年 4月（住宅について

は平成27年10月）から省エネ基準への適合
を義務化した建築物の対象範囲と一致させる
ことで、環境配慮の促進効果を高めることを
狙ったものである。

総合設計制度を適用する建築物の
規模

CASBEE
ランク

敷地面積≧1,000㎡or 延べ面積≧
2,000㎡ B＋以上

延べ面積≧10,000㎡
※住宅は高さ60m超に限る。 A以上

表 2　総合設計制度におけるCASBEEランクの要件

■ボーナス制度は住宅用途にも適用
　大阪市の総合設計制度における容積割増し
メニューのひとつである環境配慮型容積ボー
ナス制度は、CASBEEランクがSまたはAの
場合に、公開空地を設けることによる容積割
増しに加えて、環境配慮による容積割増しを
行う制度である（図1）。

環境配慮による割増し 

公開空地 

「CASBEE大阪みらい」の評価が
「S」or「A」 

公開空地の整備による
割増し 

基準容積率 
●高度な環境配慮性能 
・CO2排出量削減、 
・ビオトープの整備
　など 

図 1　環境配慮型容積ボーナス制度のイメージ

　平成26年 4月に開始したこの制度は、こ
れまで事務所や店舗、ホテルなど住宅以外の
用途でのみ適用可能であったが、今回の改正
により、住宅用途での適用を認めることとし
た。ただし、今回の改正でAランクの取得が
義務付けられる規模の建築物については、S
ランクを取得した場合にのみ適用可能となる
ことに注意されたい。
　本市の総合設計制度では、住宅用途の場
合、他の用途と比べて少ない公開空地で高い
容積率の割り増しを得られる仕組みであるた
め、容積率の割り増し限度まで達する事例も
多く、比較的この制度を適用する利点が得ら
れにくいことが、これまで住宅用途を適用外
としてきた主な理由である。
　しかしながら、平成26年から28年度まで
に環境配慮型容積ボーナス制度を適用した事
例が 2件にとどまっており、この点が改善
すべき課題となっていた。
　近年、本市において総合設計制度を適用し
て建築される建物用途は共同住宅が非常に多
いことから、環境配慮の観点からも住宅用途
を対象とすることが必要と判断したものであ
る。

改正の効果
　近年の傾向から、今後、総合設計制度を適
用する建築物のうち概ね 4割程度が延べ面
積10,000㎡以上（住宅は高さ60ｍ超の場合
に限る）の案件であり、仮に年間15件の申
請があった場合、 6件程度がAランク以上の
取得の義務付け対象となると見込まれる。
　一方、選択制である環境配慮型容積ボーナ
ス制度の拡充効果については予測が難しい
が、例えば、延べ面積が10,000㎡以上、高
さが60ｍを超えない共同住宅の計画で、公開
空地による容積割増しだけでは限度に達しな
い場合にAランクを取得すれば、制度を適用
しさらに容積割増しを受けることができる。
　主に都心部以外のエリアにおいて適用する
市街地住宅総合設計制度と環境配慮型容積
ボーナス制度を併用する場合の容積割増しの
適用例を図2に示す。
　基準容積率300％の敷地において有効公開
空地率を50％とする場合、B＋ランクであれ
ば、割増後の容積率は405％となるが、Aラ
ンクを取得すれば416％、Sランクを取得すれ
ば426％まで割増しを受けることができる。

200%

300%

400%

500%

600%

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

容
積
率

有効公開空地率

CASBEEランク：S    環境配慮係数1.2
CASBEEランク：A    環境配慮係数1.1
CASBEEランク：B+     

B+:405%
A：416%

S：426%

図 2　市街地住宅総合設計制度での適用例

おわりに
　建築物の環境配慮性能は、今後ますます重
要視されるものと思われる。今回の改正は、
事業者や設計者にとっては負担となる面もあ
るが、建築物が将来にわたり良好なストック
として活用されるためにも意味あるものと考
えており、この制度を積極的に活用いただく
ことを期待している。

藤村雅典
1974年生まれ。1999年大阪市立大学工学研究科修
了。同年大阪市役所入庁
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はじめに
　最近はどの街へ行っても同じような印象を

受けるとよく言われる。そしてそこには「街」

固有の「色」が見当たらない場合が多い。し

かし、ごく稀に「街」の色を強く感じること

がある。それは街を構成している建築の材料

やデザイン、行き交う人々の服装、街を包ん

でいる雰囲気などから醸成されるものではな

いかと考えたりする。ここではこの「街の色」

をテーマにして様々な建築と社会の在り方に

ついて考えてみることにする。

マンチェスター
　マンチェスターはかつて産業革命の時代に

その中心地として栄華を極めた大都市であっ

たが、その後当時の隆盛は失われ、現在では

市域の人口約45万人のイギリスで第 7番目の

都市である。ただ近郊を含む都市圏人口は依

然ロンドン、バーミンガムに次ぐ第 3の経済

圏を形成している。

　筆者が初めて訪れたマンチェスターの第一

印象は「茶色の街」であった。ではなぜそう

感じたのか。マンチェスターピカデリーの駅か

ら坂を下って街の中心部を歩いていくと、レン

ガ造の大きな建築物がたくさん目に入ってく

る。写真 1はピカデリーガーデンの斜め向か

いに建つブリタニアホテルである。かつては綿

製品の卸売問屋（1856年）であったが1982年

からホテルとして使われている。まずはその建

物の大きさと重厚な建築装飾に圧倒される。

写真1　ブリタニアホテル（マンチェスター）

　正面のポートランドストリートを西に向か

うとチャイナタウンに出る（写真 2）。ここ

も元は紡績工場だった地区でそのいくらは壊

されずにそのままオフィスや店舗として使わ

れている。工場と言っても日本と違って 4～

5階建のビルディングで図 1に示すように下

階に機械室があり上階にある織機に動力を送

る仕組みになっている文 1）。チャイナタウンか

ら西のオックスフォードストリートを北に行

くとセントピーターズ・スクエアにでる。こ

こには1904年に鉄道会社が建てたミッドラン

ドホテル文 2）がある（写真 3）。この建物はバ

ロック様式の建築であるが、その外壁は茶色

のテラコッタで仕上げられている。これらの

多くは派手な装飾が施されたビクトリア王朝

時代の建築である。

写真2　中華街（マンチェスター）

図1　ロックウッドにあった紡績工場文1）

写真3　ミッドランドホテル文2）（マンチェスター）

　英国特有のスタイルであるこの時代の様式

は、産業革命以降、世界の「工場」として大

英帝国が飛躍的に繁栄した時代の典型で過去

の古典建築のモチーフを断片的に散りばめた

折衷様式でもある。どちらかと言えば少し暑

苦しい大袈裟なモールディングが印象に残る。

建築物はその街の歴史を今に伝えてくれる大
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事な証人でもある。この景色を見たとき、こ

の街が産業革命当時いかに繁栄していたかが

よくわかる。多くの商人や労働者が行き交う

当時の風景が目に浮かぶ。またこの時代に急

激な発展を遂げた産業都市であるマンチェス

ターでは、従来の石やレンガに加え、新しい

工業材料が積極的に採用された。これまで石

を彫刻していた外壁のオーナメントにも大量

生産可能なテラコッタがふんだんに用いられ

ている。これは当時のマンチェスターの大気

汚染に耐えるためとも言われている。「茶色

の街」の印象は恐らく建物のレンガの色もさ

ることながら、この大仰な装飾に用いられて

いるテラコッタの色や形、当時の産業都市の

煙っぽいイメージがオーバーラップすること

でそういう印象を受けたのかもしれない。

　かつて大阪が東洋のマンチェスターと呼ばれ

ていたことを思い返してみると、いずれの街も

綿工業が盛んであったこと、各地から労働者が

集まり、大都市圏が生まれたこと、そして現在

ではある種の衰退がはじまっていることなど、

いくつもの共通点を見出すことができる。しか

しながら大阪には当時の様子を今に伝える建築

物の大半が失われ、特有の「色」を見出せずに

いるのに対してマンチェスターにはまだ当時の

面影が色濃く残っている点で異なっている。

製鋼所
　ここで日本に戻って、インターネットの航

空写真文 3）で大都市湾岸部の臨海工業地帯を見

ていくと、明らかに他とは全く異なる茶色の

土地を発見することができる（写真 4）。広い

ものでは幅 2 kmを超えるものもある。少し近

づいてみると、そこには茶色の建物が同じ茶色

の敷地の上に電子回路のように規則正しく埋め

込まれている。さらに近づいて地名をみると、

それは巨大な製鋼所の敷地であった。航空写真

で見た「茶色」はこの工場で作られた「鉄の粒

子」が敷地全体を一色に染めていたのである。

　そこでかつてリドリー・スコットが映画

「ブラックレイン」の撮影で使った中山製鋼所

の敷地を訪ねてみた。大阪の南津守から木津

川を渡ったところにその敷地はある。以前は

道路の両側から巨大な転炉工場が迫り、資材

を運搬するコンベアや無数の配管が空中を横

断する風景が有名であった（写真 5）。しかし

行ってみると、そこにあったはずの施設は既

に解体撤去されて工事の仮囲いが延々と続い

ていた（写真 6）。改めて日本の産業構造の変

化を思い知ることになった。

写真5　中山製鋼所船町工場（2007年）

写真6　中山製鋼所船町工場（2017年）

ブラウンフィールド
　では「ブラウンフィールド（Brownfield）」

とは文字通りこの「茶色の土地」のことを言

うのかというと、少し違っている。「ブラウ

ンフィールド」の本来の語源は米国で利用さ

れずに塩漬けになった工場跡地のことをデペ

ロッパー達がそう呼んだことにはじまる。こ

れは1978年にナイアガラの滝に近いラブキャ

ナル運河で起こった事件に端を発している。こ

の事件は化学系の企業が運河に投棄した農薬・

除草剤などの有害化学物質が原因で、その後運

河を埋め立てて造成された住宅地の住民に流産

や死産が相次いだことから発覚した。政府は国

家緊急災害区域に指定し、住民は強制疎開、一

帯は立入禁止となった。このことから1980年

に全米の連邦法としてスーパーファンド法（包

括的環境対処補償責任法）が制定された。

　これは世界で初めて市街地の土壌汚染対策

を扱う法律であったが、一方でいわゆる「ブ

ラウンフィールド」を生む契機ともなった。

それは土壌汚染の浄化の費用負担を有害物質

投棄に関与した全ての潜在的責任当事者が負

うとしたことで、汚染物質を投棄した当時者

だけでなく、その後の土地開発に係わったデ

ベロッパーや建設会社、輸送業者、投資家、

金融機関などを含むすべての関係者が連帯責

任を負うことを定めた。

　このことから1980年代、全米で土壌汚染が

懸念される土地の再開発や再利用が全面的に

停止する事態を招いた。そこでこのような土

地のことを当時「ブラウンフィールド」と呼ぶ

ようになった。これが語源に関する話である。

その後、米国では危険度の高い汚染地は連邦政

府がNPLにリストして浄化を行う一方、それ以

外の汚染地は各州が定める「自主的浄化プログ

ラム」に基づき浄化を行うことで、適切な汚染

調査以降の免責が担保されブラウンフィールド

の再生が急速に進展することになった文 4）。

　ここで日本の土壌汚染対策に関連する法律

を見ておくと、1950年代に発生した「水俣病」

を契機として、旧水質二法いわゆる「水質保

全法」、「工場排水規制法」が制定された。しか

し、1960年代になって新潟阿賀野川下流域で

「第二水俣病」が発生し、1968年には神通川流

域でも「イタイイタイ病」が発生したため、政

府は新たに「水質汚濁防止法」、「農用地の土壌

の汚染防止等に関する法律」を制定した。そ

の後しばらくは土壌汚染への関心は低かったが

1997年に能勢町のごみ処理施設で、ダイオキ

シン汚染が発覚し、2001年に「ダイオキシン

類対策特別措置法」が施行された。2002年に

は三菱OAPの事件 など工場跡地の用途変更に

伴う土壌汚染が相次いで発覚したことなどから

「土壌汚染対策法」が制定された。その後、東日

本大震災に伴う原発事故による放射能汚染に関

しては「放射性物質による環境の汚染への対処

に関する特別措置法」によって扱われている。写真4　神戸市東部文3）（国土地理院航空写真）
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　現在、日本では「ブラウンフィールド」は

土壌汚染のために再利用がなされずに放置さ

れている土地に対して使われていることが多

く、米国でもほぼ同義である文 5）。

　一方、英国では「ブラウンフィールド」は

PDL（Previously Developed Land）と定義さ

れ、土壌汚染の有無にかかわらず、既に人的

に開発され、現在では十分使われなくなった土

地（低・未利用地）のことを言う。これは英国

の都市政策の 1つである「サスティナブル・

デベロップメント」を説明するときに、自然地

が残された未利用の土地としての「グリーン

フィールド」との対比で使われることが多い。

サスティナブル・デベロップメント
　すでに「持続可能性」という言葉が使われ

はじめて久しい。1980年代初頭に、米国ワー

ルドウォッチ研究所のレスター・ブラウンら

が、これからの社会の向かうべき姿を、「持

続可能（サステイナブル）な社会」として表

現したことが端緒である文 6）。その後、国連

に設置された「環境と開発に関する委員会」

（World Commission on Environment and 

Development）が1987年に取りまとめた「ブ

ルントラント報告」の中で、サスティナブル・

デベロップメントを「将来世代が彼らの必要

を満たすための可能性を損なうことなく、現

在世代の必要を満たすこと」とされた。

　今日、私たちが生活する豊かな現代社会は

快適・安全・便利である一方、地球環境に対

する多くの「犠牲」の上に成立している。そ

れは既に顕在化しつつある地球温暖化や資源

枯渇、環境汚染、生態系の破壊などの環境問

題を見れば明らかである。建築や都市の開発

をしていく行為は少なからず地球環境に影響

を及ぼしている。ただそれらの多くが地球環

境の犠牲の上に成り立っているとすれば、その

営為が地球環境に対してどれだけ負荷が少ない

か、それがいかに持続可能であるかは、将来の

社会を考える上で重要な要件となる文 7）。

　これまで日本では、新たに山を削り、海を

埋め立てる大規模な開発事業が、あまり議論

されることなく続けられてきた。特に1960年

代からの高度経済成長期に重化学工業が急激

な成長を遂げたのに合わせて、臨海部を中心

に広大な産業ランドスケープが生まれた。し

かしその後の世界的な経済メカニズムと産業

構造の変容に伴い、臨海部の大規模工場の閉

鎖や海外移転などが進み、これまでの経済成

長を支えてきた産業ランドスケープの空洞化

を生むことになった。このような土地の有効

利用を考えることは将来の「持続可能な社会」

を実現するための条件であり、新たな「グ

リーンフィールド」を開発するのではなく、

「ブラウンフィールド」に残された環境汚染問

題を先送りせず、将来世代が安心して利用で

きる環境に再生させることが、我々の責務で

あることは言うまでもない。

都市再生
　英国での都市再生の動きは1990年代の初め

にサスティナブル・デベロップメントに向け

ての政策を提案したときに、遊休地や工場跡

地の再利用を最優先課題としてイングリッ

シュパートナーシップを創設し、「ブラウン

フィールド」の再生を推進したのが始まりで

あった。その後1997年に「アーバンルネッサ

ンス」という、新しいスローガンが打ち出さ

れた時にも「ブラウンフィールド」の再生は

最も重要な戦略とされた。

　日本でも2001年に都市再生特別措置法が施

行され内閣府に都市再生本部が置かれた。こ

の法律の目的は「近年の情報化、国際化、少

子高齢化等の社会経済情勢の変化への対応と

都市機能の高度化及び都市の居住環境の向上」

としており、都市再生政策としてはイギリス

と酷似している。しかしながらそこでは重点

的に市街地の整備を推進する地域（都市再生

緊急整備地域）が全国に指定されたが、いず

れも大都市都心部の再開発が中心であり、単

なる経済活性化策としての意味合いが強く、

「ブラウンフィールド」の再生を掲げること

はなかった。また英国のようなサスティナブ

ル・デベロップメントとしての明確なポリ

シーが見られることはなかった文 5）。

産業遺産の活用
　工場跡地などのブラウンフィールドには有

害物質以外に当時の生産施設や倉庫、設備機

械が残されている場合も多い。このような施

設をこれまでの近代化の発展を支えた貴重な

文化的財産と捉え、近代化産業遺産として保

存、活用する取り組みが見られる。

　日本でも比較的早くからその事例は見られ、

旧紡績工場跡を利用した倉敷アイビースクエ

アは1974年に開業している。その後も、大谷

石の採掘場跡を利用した大谷博物館など全国

に産業遺産観光を目指した施設が見られるよ

うになった。2014年には富岡製糸場が、2015

年には明治期の製鉄・製鋼、造船、石炭産業

施設がユネスコの世界遺産に登録された。

　このようにブラウンフィールドには近代化

産業遺産等の文化的・歴史的価値や観光資源

としての可能性を秘めているが、過大な設備

投資等が原因で2007年に財政破綻をきたした

夕張市の例もあることから、その利活用や保

存・運用方策については、事業面での採算性

と継続可能性の検討も欠かすことはできない。

文化的再生戦略
　また製造業の比重の低下に対して知識集約

型産業、中でも文化芸術の活用による既存産

業の再生や新産業の創出等を行うことで持続

的な発展を目指す取り組みもみられる。特に

産業流出や人口減少などによって衰退した地

域を文化芸術活動によって活性化させようと

する取り組みが全国で行われている。アー

ティスト・イン・レジデンス等の活動もその

一つで、芸術家をある期間、地域に招聘して

作家活動をしてもらうことで新たな産業を育

む契機に利用する取り組みや大規模な文化芸

術イベントによって多くの集客を集めて地域の

活性化につなげる活動も実施されている文 8）。

瀬戸内芸術祭
　現在も多くの集客を集める瀬戸内芸術祭も

その一例である。中心となる島々はかつて銅

の精錬業で栄えたが、現在では大半が閉鎖さ

れ、島の多くは過疎化と高齢化に直面してい

た。その後1990年に豊島で国内最大の不法投

棄事件が起こった。不法投棄された約91万ト

ンもの廃棄物による地下水汚染と有害ガスの

発生が住民の健康に甚大な被害をもたらした。

　このような状況の中、文化芸術活動を活用

してこの地域の再生に乗り出したのが出版社

を経営する福武氏であった。同氏は直島周辺の

4つの島に気鋭の建築家や芸術家を起用して美

術館や宿泊施設、レクリエーション施設を建設
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した。中でも安藤忠雄の地中美術館や西沢立衛

の豊島美術館などは彼らの代表作の一つになっ

ており、三分一博志の犬島美術館は旧精錬所跡

を利活用した施設で経済産業省の近代化産業遺

産にも認定されている。また 2010年には同氏

と香川県、高松市がこれらを含む 7つの島々を

会場に瀬戸内芸術祭を開催し2016年までに約

100万人以上の来訪者を集めた。

　ただこのような文化芸術活動を用いた取り

組みも行政の予算に大きく依存しすぎると、

予算縮小後に継続することが難しくなる場合

もある。ただその活動が一過性の現象にとど

まることなく継続し、創造的人材が定住・交

流していくことを期待したい。

グリーンインフラストラクチャー
　先進諸国ではこれまでに築かれてきた膨大な

社会的基盤施設（インフラ）が、今後の人口減

少とそれに伴う社会の縮退化から、近い将来、

維持できなくなることが予測されている。グ
ラフ 1は国土交通省が試算した社会資本整備

のための総投資額の推計と内訳予想であるが、

2030年頃には予算縮小と維持管理費の増大で

新設に充てる費用が底をつくことになる文 9）。

　また地球温暖化に伴って頻発する大規模な

自然災害は人類の叡智であった高速道路や人

工堤防、原子力発電所などを一瞬で壊滅させ、

改めてその脆弱性を人々に認識させることと

なった。近年、このような背景をもとにして

グリーン・インフラストラクチャー（GI）の

概念に注目が集まっている。これは一般に

「自然環境の持つ力や仕組みを活かした社会資

本整備」とされる文10）。単に公園や緑地の空間

整備のみではなく、それに伴う生態系サービ

スによってレジリエントで代替可能な社会的

インフラのことと捉えることができる。もち

ろんGIがそのすべてを代替できるわけではな

く、例えばエネルギーを生産供給するインフ

ラに対して、エネルギーの消費を軽減させる

インフラとして理解される。

　巨大化した社会的インフラを縮退化した都

市のサイズに合わせて調整し、節約された部

分を緑地化することで、多面的な生態系サー

ビスを復活させることが可能になる。先に言

及したように近代化の途上で要請された社

会的基盤施設（社会的インフラ）の一つで

あった産業ランドスケープが社会構造の変化

によって、一部は工場跡地などのブラウン

フィールドとして問題となっている。このよ

うな土地に巨額の資本を投入して強引に再開

発するのではなく、都市の縮退化に合わせて、

産業ランドスケープを活かしながらGI化する

ことで新たな社会的インフラとして再生させ

ていく必要がある。

　写真 7はドルトムント郊外に造成された住

宅地フェニックスジーである。元は大規模な

工場であったが、敷地の地形を生かしながら

川を引き込み緑豊かな水際空間を再生してい

る。また写真 8はニューヨークのチェルシー

地区で廃線となっていた鉄道高架部分を約

2.3kmにわたって緑化して線状の公園に利活

用したもので、今では地区にある様々な施設

がこれに接続することで緑のネットワークの

要になっている。

　これらの事例は必ずしも以前の施設の代替と

しての機能を継承するものではないが、環境負

荷の少ない新たなアクティビティを生んでおり、

多面的な生態系サービスの回復に寄与している。

写真7　フェニックスジー（ドルトムント）

写真8　ハイライン（ニューヨーク）

おわりに
　本稿では「茶色の街」を契機として「建築

と社会」に係わる課題を巡り「緑色の街」に

辿り着いた。それは英国で始まった産業革命

から日本の高度経済成長期までの大量生産・

大量消費の時代と地球温暖化に始まる持続可

能性を見つめる時代への展開でもあった。そ

の中で建築が社会に果たすべき役割は大きく

変化してきていることを改めて認識する旅で

もあった。 （あべ　ひろかず）
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はじめに 
　「IoT」を低コストで実現するインフラ基
盤技術として高速電力線通信が注目されて
いる。「HD-PLC（High Definition Power 
Line Communication）」はその代表的な規
格であり、電力（50/60Hz）に高周波（ 2
～28MHz）の情報信号を重ねて送る技術で
ある。
　一般的に通信インフラには、イーサネット
（Ethernet）や無線LANが用いられている
が、イーサネットはネットワーク敷設に高額
な工事費用が必要、無線LANは他機器から
の電波干渉といった課題があった。HD-PLC
は以下のメリットがあり、将来の通信インフ
ラの基盤技術として期待されている。
HD-PLCのメリット
① 通常のコンセントを通じて、簡単にどこか
らでも通信可能

② 既存の電力線を活用するためネットワーク
配線工事費・配線作業が軽減可能

③ 無線のように遮蔽物や複階層による通信障
害を受けず、安定した通信が可能

④ 輸送機器（車、飛行機など）の省線化・軽
量化による、製造コスト削減、燃費向上

HD-PLCに対応した変圧器の開発
　配電線などの既存電力線に設置されてい
る変圧器はHD-PLC信号を減衰させるため、
HD-PLC利用範囲拡大の大きな課題の 1つと
されてきた。高耐電圧に対応しつつHD-PLC
信号の減衰を極力抑える変圧器の開発には技
術的障壁があると考えられていたからだ。
　当社はHD-PLCに対応した変圧器の開発に
取り組み、これまで培った変圧器設計技術や
通信技術を駆使し、従来の変圧器と同等の耐
電圧性能を確保しながら信号減衰量を抑え、
通信速度を従来の約 2倍に改善した変圧器
の基礎技術を確立した。

ラボ試験の内容
　図 1のようにPCの 2台でローカルネット
ワークを作り、パケット送信による通信速度
測定を行った。その結果を表1に示す。

変圧器1次側を直結
変圧器

1φ50kVA
PLC
アダプタ

PLC
アダプタ

PC1

商用
電源

商用
電源

PC2
変圧器

1φ50kVA

図 1　通信速度 評価方法

平均値で
約30Mbps
（約2倍）の
速度改善

モデム直結
従来品
開発品

95.78
33.58
67.32

平均通信速度
［Mbps］
ov-uo

表 1　通信速度 評価結果

　従来の変圧器の場合、モデム直結（変圧器
を介さない）の場合と比較し、平均通信速度
は1/3に低下する。HD-PLCに対応した変圧
器は従来の変圧器から約30Mbps（約 2倍）
通信速度が改善された。

HD-PLCの普及に向けた動向
　現在、電波法によりHD-PLCの適用範囲は
屋内の分電盤から各機器の間のみに制限され
ており、屋外や高圧電力系統、低圧三相系統
での利用は認められていない。（図2）

4F分電盤
A棟

PLC

PLC

PLC

PLC

B棟

B棟

B棟

A棟

A棟

A棟

B棟

3F分電盤

2F分電盤

1F分電盤

ブレーカ
変圧器

変圧器

高圧受電設備

６
６
０
０
Ｖ

電波法により、HD-PLCの適用範囲は、分電盤から各
負荷機器間のみに限定されている

図 2　電力線経路の例（現状）

　経済産業省は、新事業を迅速に育成するた
めに規制を一時的に取り払う「レギュラト
リー・サンドボックス※」制度の導入を提言
し、HD-PLCを将来のIoT社会を支える通信
インフラの重要な技術と位置付け、その適用
候補としている。また電波法を管轄する総務
省においても、HD-PLCの屋外利用を認める
方針で検討を始めている。この環境下、各所
で実証が進展し、今後電波法の規制が緩和さ
れることでHD-PLCの適用範囲が大きく拡大
することが予想される。（図3）
※レギュラトリー・サンドボックスとは
　 「規制の砂場」のことで、安全が確保された公園の砂場
で無邪気に遊ぶ子供のように、企業が限られた期間や範
囲で、規制やルールにとらわれずに試験事業などができ
る制度

4F分電盤

3F分電盤

2F分電盤

1F分電盤

A棟

A棟

A棟

A棟

B棟

B棟

B棟

B棟

PLC1

PLC2

PLC3

PLC4

ブレーカ

技術進歩

６
６
０
０
Ｖ

変圧器

高圧受電設備

HD－PLC対応

HD－PLC対応
変圧器

規制が緩和されれば、HD-PLCの適用範囲が拡大する。
変圧器をHD-PLC信号が通過することで、より広い範
囲で既存電力線を活用した通信が可能となる。

図 3　規制緩和後の電力線経路の例

HD-PLCが実現する将来像
　HD-PLCの普及により、多くの場面でメ
リットがもたらされる。例えば工場では、新
たな通信ネットワーク線を敷設することな
く、生産設備等の稼働状況の ｢見える化｣ を
実現することができる。商業施設では監視カ
メラや警報装置などのセキュリティ機器やエ
ネルギーマネジメントシステムの導入を容易
にする。集合住宅ではスマート家電への対応
が容易という利点がある。また、既存の電柱
などにカメラやセンサーを設置した安価な防
犯サービスといった新しいビジネスの創出も
想定されている。

おわりに
　「IoT」を低コストで実現するHD-PLC 
は、家電からセキュリティ機器、創エネ・蓄
エネ機器、生産設備など、あらゆる機器へ適
用が広がるだろう。そしてより広い範囲で
HD-PLCを活用するためにはHD-PLCに対応
した変圧器が不可欠だ。
　ダイヘンは今後本格的な検証を進め、本技
術の製品化を進めることで、HD-PLCを広く
社会で活用する通信インフラ基盤構築に寄与
し、IoT社会の発展に貢献していく。

図 4　HD-PLCに対応した変圧器（開発品）

 （みやがわ　けい）

宮川　敬
2014年 4月　株式会社ダイヘン入社

連 載 No.426

設備の頁
H
（高速電力線通信）
D－PLCに対応した
変圧器基礎技術を確立

宮川　敬
株式会社ダイヘン　産業電機事業部変圧器技術部
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開館35周年記念・日中国交正常化45周年
記念　特別展「唐代胡人俑―シルクロード
を駆けた夢」

1

本展では、中国甘粛省の
慶城県博物館が所蔵する
約60点の作品の展示によ
り、唐代胡人俑の魅力を
紹介する。
今回の展示では、2001年
に甘粛省慶城県で発見さ
れた唐時代（618－907）
の穆

ぼくたい
泰墓（730年）から出

土した胡
こ じ ん よ う
人俑の数々を日

本で初めて紹介する。胡
人俑とは、唐時代のシル
クロード文化を象徴する
ものの一つであるエキゾ
チックな風貌の胡人（ソ
グド人などの異民族を指
す中国における名称）を
表現した陶俑（副葬用の
陶製人形）である。とりわけ、穆泰墓出土の胡人俑は鮮やかな彩
色と極めて写実的な造形により、胡人の姿が生き生きと表現され
ており、唐代胡人俑を代表するものの一つである。
斬新な魅力に満ちた唐代胡人俑の最高傑作を通して、シルクロー
ドを駆け巡った胡人たちの息吹を感じられることだろう。
なお本展に併せて、国立国際美術館との共催による同館所蔵の
現代の人物彫刻約10点を展示する連携企画「いまを表現する人間
像」展、ならびに特集展「中国陶俑の魅力」なども同時開催する。

期　　　間　2017年12月16日（土）～2018年3月25日（日）
　　　　　　9：30～17：00
　　　　　　（ただし12/22～24は19：00まで）
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　月曜日（ただし1/8、2/12は開館）、
　　　　　　12/28～1/4、1/9、2/13
会　　　場　大阪市立東洋陶磁美術館　展示室Ｉ、J
　　　　　　大阪市北区中之島1-1-26（大阪市中央公会堂東側）
　　　　　　TEL.06-6223-0055
観　覧　料　一般1,200円、高大生700円
　　　　　　＊ 中学生以下、障がい者手帳等をお持ちの方とその

介助者1名、大阪市内在住の65歳以上の方（要証明）
は無料

県美プレミアムⅢ　小企画
JAPAN KOBE ZEROの軌跡2

同展は、神戸の前衛的な美術グループ、「JAPAN KOBE ZERO」
の活動に焦点を当てる。
同グループは、古川清をリーダーとして、榎忠、松井憲作たち
によって1970年に結成された。もともとデッサン教室での活動
だったが、その中から先鋭的な表現を行う動きが生まれた。街中
で大規模なパフォーマンスを行ったり、美術の枠を破るような展
示を行ったりした。1975年には兵庫県立近代美術館での「アー
ト・ナウ」に参加し、松の木がピロティから屋上に突き抜けたか
のような作品を出品している。集団での活動ゆえに多彩なアイデ
アと旺盛なエネルギーが生まれたが、メンバーの入れ替えもあ
り、1979年頃に解散した。
同館ではすでに、1965年結成の神戸の美術集団「グループ
〈位〉」の展覧会を開催したが、同展はそれに続くものである。
グループのメンバーからの聞き取りによって主な活動をまとめ、
当時の写真や印刷物、展示物の一部、記事が掲載された雑誌など
の資料展示によって紹介する。

《白布400㎡》1972年

期　　　間　2018年1月21日（日）まで
　　　　　　10：00～18：00
　　　　　　（特別展開催中の金・土曜日は20：00まで）
　　　　　　※入場は閉館の30分前まで
休　館　日　月曜日（ただし1/8は開館）、12/31、1/1、1/9
会　　　場　兵庫県立美術館　常設展示室
　　　　　　神戸市中央区脇浜海岸通1-1-1
　　　　　　TEL.078-262-0901
観　覧　料　一般500円、大学生400円、70歳以上250円
　　　　　　＊高校生以下無料
　　　　　　＊ 障がい者手帳等をお持ちの方（70歳以上を除く）は

半額、その介助者 1名は無料
　　　　　　＊ 毎月第 2日曜日は公益財団法人伊藤文化財団の協力

により無料

i n f o r m a t i o n

加彩胡人俑（かさい こじんよう）
甘粛省慶城県唐開元18（730）年

穆泰墓出土
高54.0cm

慶城県博物館蔵
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特別展
「ニッポンの写実　そっくりの魔力」3

何かにそっくりなものを眼
にしたとき、私たちは「す
ごい！これ、本物？」と、
素朴な驚きを覚える。
眼に見えるものをあるがま
まに再現することへの欲望
は、私たちの心に深く根ざ
した、古くて新しい感情な
のではないだろうか。
「現実の事象をそのまま写
し取ること」－日本の近代美術家たちは、近世までの「写実」の
伝統を土壌としながら、西洋美術の流入を大きな刺激として、多
様な「写実」へのアプローチを試みてきた。そして現代では近
年、精緻な写実表現を目指す動向とともに、彫刻や工芸において
も、日本の伝統的な技術の上に、克明な再現を軸とする表現が注
目を集めている。
その一方でまた、写実を包括した超絶技巧と呼ばれる表現形態で
は、絵画にとどまらず、日本の伝統技術を追究した木造彫刻・金
属工芸をはじめ、人体、動植物、日用品を克明に再現した作品も
際立って注目されている。また、映像の世界においても、これま
での「記録」としての画像を凌ぐ超密度な画素と装置、アプリ
ケーションも広く一般に流通し、わたしたちの「写実」に対する
認識を変化させつつある。
この展覧会では、あらゆる対象があらゆる形態で写実的に表現さ
れうる現在の状況、それによりかわろうとしている今日の「リア
ル」に対する感性のありようを、約80点の写実絵画、超絶技巧に
よる立体作品、高精細な映像作品を通じて考える機会としたい。

期　　　間　2018年1月14日（日）まで
　　　　　　9：00～17：00
　　　　　　※入館は16：30まで
休　館　日　12/4・11・18・25、12/27～1/1、1/9
会　　　場　奈良県立美術館
　　　　　　奈良市登大路町10-6
　　　　　　TEL.0742-23-3968
観　覧　料　一般800円、高大生600円、小中生400円
　　　　　　＊ 障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者 1名、

外国人観光客・留学生は無料

鉄道絵画発→ピカソ行
コレクションのドア、ひらきます4

テーマの展開を鉄道の一
路線にみたて、始発駅を
〈鉄道絵画〉とし、一駅
ごとにテーマを変え、終
点〈ピカソ〉に至るとい
う構成で、30年間少しず
つ収蔵を続けてきた東京
ステーションギャラリー
のコレクションを初めて
まとめて公開する。
まずは始発駅〈鉄道絵画〉からの出発である。東京駅から線路の
ある風景まで、日本画、洋画、写真、資料などを展示する。 2
駅目は鉄道がつなぐ〈都市と郊外〉。現在とは異なる東京の姿を
うつす洋画、作家の記憶が再構成された作品、写実的な風景画な
ど多彩である。 3 駅目は鉄道利用者であり運用者でもある〈人〉
がテーマです。描かれているのは人でも、主題は別にあるのかも
しれない。作り手が作品に込める意図の多様性を感じていただい
たあと、 4 駅目では〈抽象〉的な絵画を紹介する。難しいと思
われがちな抽象画も少し身近になるかもしれない。終点は“解ら
ない絵画”の代名詞として誰もが知る〈ピカソ〉のさまざまな時
期の絵画 4 点をご覧いただく。
かつて館で開催した企画展の出品作品、東京駅内にあるステンド
グラスの福沢一郎による原画、一時休館中に開催した〈現代絵画
の展望〉展シリーズや、2014年に開催した「東京駅100年の記
憶」展に出品した作品、資料など、約100点を展示する。
（会期中展示替えあり）

期　　　間　2017年12月16日（土）～2018年2月12日（月・祝）
　　　　　　10：00～18：00（金曜日は20：00まで）
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　月曜日（ただし1/8、2/12は開館）、
　　　　　　12/29～1/1、1/9
会　　　場　東京ステーションギャラリー
　　　　　　東京都千代田区丸の内1-9-1
　　　　　　JR東京駅丸の内北口改札前
　　　　　　TEL.03-3212-2485
観　覧　料　一般900円、高大生700円
　　　　　　＊中学生以下無料
　　　　　　＊ 障がい者手帳等をお持ちの方は100円引き、その

介助者 1名は無料

本欄掲載の 1～ 4の美術館等の招待券ご希望の方は、電話等で申し
込み後、招待券送付用の切手（82円）を日本建築協会事務局まで
お送りください。

上田薫「玉子にスプーンA」
1986（昭和61）年
豊橋市美術博物館蔵

中村岳陵《驀進》1943年
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日本建築協会
月間の動き  平成29年10月

編集委員会（平成29年度）
■副会長
　米井　　寛
　本多　友常
■編集担当理事
◎勝山　太郎
　佐藤　榮一
　杉本　　浩
　竹中　統一
　西　　博康
　松崎　公一
　船越　淳久
　吉村　英祐
　香西喜八郎
■副委員長
○戸川　勝之
■特集小委員会
■計画分科会
★計画系
　飯田　　匡
　鈴木　克彦
△田中　直人
　松田奈緒子
　三宅　次郎
　守井　　辰
　吉村　英祐
★建築計画系
　神戸　嘉也
　桑原　悠樹
　下坂　浩和
△中辻　浩介
　東　　拓郎
　樋口　展寛
　松岡　英緯
　三谷　帯介
　米山　剛史
　渡部　　剛
★インテリア・住宅系
　赤川貴世友
　今井　充彦
　岩田　圭司
　川合　隆之
　河西　孝平
△黒栁　　亮
　塚口　洋之
　ペリー史子
■構造分科会
△伊藤　栄治
　岡田　　健
　岸本　光平
　瀧野　敦夫
　角田　耕一
　蘒原　　学
　前沢　皓生
　宮久保秀樹
　向井　洋一

■設備分科会
　有尾清二郎
　木谷　晃之
　北野　勝也
　佐々木章二
　寺井　千佳
　夏井　重行
△橋本　直樹
　桝井　貴廣
　宮﨑ひろ志
　森山　正和
　山本　雅洋
■施工材料分科会
　東　　　琢
　木谷　在憲
　桜井　和男
△髙橋　秀一
　藤丸　啓一
　山口　紀宏
　山﨑　順二
　吉田　正友
■法令分科会
　磯林　雅之
　黒川　正樹
　河野　　学
△小林　智成
　武田　知士
■作品作風小委員会
　東井　嘉信
　居内　章夫
　池上　　明
　稲垣　和江
　太田　栄治
▲加嶋　章博
　菊池　浩輔
　倉渕奈千子
　澤田　純一
　髙木　秀晃
　鞆野　淳司
　西田　佳代
　芳谷　晴彦
　平野　尉仁
　増田　敬彦
■広告企画小委員会
　小川　雄介
　金築　　雄
　小山　　昭
　野山　将男
　藤田　昌宏
▲前田　　衛
　山辻　直樹

（順不同）

◎委員長
○副委員長
▲小委員会委員長
△幹事
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発 行 人　一般社団法人日本建築協会
　　　　　大阪市中央区大手前1-7-31
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印 刷 所　㈱ 中 島 弘 文 堂 印 刷 所
デザイン　多田正治（多田正治アトリエ）
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Ⓒ「建築と社会」誌の記事の無断転載を禁じます

常任理事会
第 5 回常任理事会
10月25日（水） 16：00～18：00
日本建築協会会議室
出席者　設楽会長ほか 8 名
議　事（ 1 ） 平成29年度上半期の事業執行

状況
　　　（ 2 ） 平成29年度上半期の収支予算

執行状況
　　　（ 3 ） 「KENTEN2018」優良製品・

技術表彰の協力
　　　（ 4 ）（仮称）次世代委員会の経過等
　　　（ 5 ）「建築と社会」のアーカイブ化
　　　（ 6 ）論考コンクールの応募状況
　　　（ 7 ）その他

編集委員会
第 7 回広告企画・編集合同委員会
10月13日（金） 18：00～19：00
日本建築協会会議室
出席者　勝山委員長ほか 5 名
議　事（ 1 ）11月号特集　関西で木と生きる
　　　（ 2 ） 12月号特集　時間軸に挑むク

リエイター達～時をデザイン
するということ

　　　（ 3 ） 1 月号特集
　　　　　　① 東畑建築事務所創立85周年

特集
　　　　　　②温泉と暮らす
　　　（ 4 ） 2 月号特集　第24回私の空

間作法
　　　（ 5 ） 3 月号特集　東海支部特集
　　　（ 6 ） 4 月号特集　特別編集委員会

特集
2018年 4 月特集号第 1 回特別編集委員会
10月13日（金） 19：00～20：20
日本建築協会会議室
出席者　勝山委員長ほか 9 名
議　事 （ 1 ）主旨、スケジュール等
　　　 （ 2 ）テーマの選定
第 6 回設備分科会
10月 4 日（水） 18：00～19：20
日本建築協会会議室
出席者　橋本幹事ほか 5 名
議　事（ 1 ）2018年特集の企画
　　　（ 2 ）「設備の頁」の企画
　　　（ 3 ）2018年 4 月号の編集委員選出
第 7 回作品作風小委員会
10月26日（木） 19：00～20：45
日本建築協会会議室
出席者　加嶋小委員長ほか 3 名
議　事（ 1 ）作品の選定
　　　（ 2 ）作品の掲載状況、予定
　　　（ 3 ）gallery掲載報告、予定

次世代委員会
第 1 回2040委員会（仮）
10月16日（月） 19：00～20：30
日本建築協会会議室
出席者　駒井リーダーほか 6 名
議　事（ 1 ）企画内容
　　　（ 2 ）今後の委員会活動
第 1 回U-35小委員会（分科会）
10月18日（水） 19：00～
昭和設計
出席者　三谷リーダーほか 7 名
議　事（ 1 ）AAF企画
第 7 回U-35小委員会
10月25日（水） 19：30～
安井建築設計事務所
出席者　三谷リーダーほか12名
議　事（ 1 ）活動／予定
　　　（ 2 ）次回予定／その他
U-35小委員会
「設計者のしごと」―組織で働くU-35世代
と建築―
10月29日（日） 13：00～17：00
うめきたシップホール
委　員　三谷リーダーほか16名
参加者　60名

活動紹介パネル展示／トークイベント
第 3 回建築次世代委員会
10月25日（水） 18：30～19：30
日本建築協会会議室
出席者　中村委員長ほか 3 名
議　事（ 1 ） 委員会の活動方針、名称、今

後の進め方

出版委員会
第 6 回出版委員会
10月24日（火） 18：00～19：00
日本建築協会会議室
出席者　西委員長ほか 8 名
議　事（ 1 ）新委員就任
　　　（ 2 ）既刊書籍経過報告
　　　（ 3 ）制作進行中の書籍
　　　（ 4 ）今後の出版テーマ
　　　（ 5 ）出版記念講演会開催
　　　（ 6 ）既刊書籍を用いた講習会の企画

教育委員会
第 1 回工高生教育小委員会
10月5日（木） 18：00～19：30
日本建築協会会議室
出席者　谷口小委員会委員長ほか 4 名
議　事（ 1 ） 第63回工高生デザインコン

クール応募作品の予備審査
　　　（ 2 ）審査会、表彰式の役割分担
第 2 回講習会小委員会
10月 2 日（月） 18：00～19：30
日本建築協会会議室
出席者　山形委員長ほか 7 名
議　事（ 1 ）建築実務講習会テキスト正誤表
　　　（ 2 ） 平成29年度建築工事実務講習

会実施
大阪府住まい・まちづくり普及協議会全体
会議
10月20日（金） 10：30～12：00
場　所　大阪建築会館会議室
報告・議題
　　　 1 ．出前講座の実施
　　　 1 ）サポーター充実
　　　 2 ）HP充実
　　　 3 ）ロゴと愛称
　　　 4 ）助成金
　　　 5 ）マニュアル作り

100周年関連事業委員会
第 2 回史料研究会
10月10日（火） 18：00～19：20
日本建築協会会議室
出席者　山形委員長ほか 5 名
議　事（ 1 ）新委員紹介
　　　（ 2 ）新たな連載
　　　（ 3 ）今後の活動

審査会
第63回工高生デザインコンクール審査会
10月14日（土） 13：30～17：15
出席者　審査員　上羽一輝審査員長ほか 6名
　　　　工高生教育小委員会委員
　　　　谷口小委員会委員長ほか 2 名
設計課題「伝統工芸館」
審査結果／応募学校数20校
　　　　　応募点数128点
　　　　　最優秀賞 1 点、優秀賞 2 点、
　　　　　入選 7 点

イベント
生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪2017連携イベント
（一社）日本建築協会 主催 大阪ガス（株）共催
石田潤一郎と佐野吉彦によるリレートーク『大阪
ガスビルに託された夢－白亜のビルと近代大阪』
10月28日（土） 10：30～12：00
会　場　大阪ガスビル（南館） 3 階ホール
講　師　京都工芸繊維大学
　　　　教授　石田潤一郎氏
　　　　㈱安井建築設計事務所
　　　　代表取締役社長　佐野吉彦氏
司　会　設楽貞樹会長
参加者　85名



東京都千代田区神田小川町1丁目4-2 風雲堂別館ビル2階

年間広告のご案内
会誌「建築と社会」では、後付部分に
広告スペースを設けております。

1年を通じて、社名広告を掲載されませんか？

掲載期間：4月号～翌年3月号までの1年間
掲 載 料：48,000円（消費税込み）
サ イ ズ：1/12頁（タテ40mm╳ヨコ90mm）
　※毎月掲載誌をご送付します。
　※原稿は1年間同じ原稿を使用します。

お問い合わせ先
一般社団法人　日本建築協会　内山・井筒

TEL：06-6946-6981　FAX：06-6946-6984　E-mail：koukoku@aaj.or.jp
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設備の頁　協賛広告

変圧器の地震対策で
お困りではありませんか？

地震発生時、変圧器への床面からの
振動や衝撃を防止

当社オリジナル地震によって、変圧器がキュービクルと激しく衝
突し、機器に不具合が発生することで停電・事
業継続が困難になる事例が多発しています。
端子部変位量を最大70%低減するダイヘン独
自のオプション「減震装置」なら、変圧器に
減震装置が付いた状態で納入されるので、電
気室やキュービクル内における変圧器の地震
対策を効果的かつ容易に実現します。

減震装置

ワイヤーや金具での固定無しで変圧器の地震対策が可能!

減震装置を
２分で解説！

産業電機事業部　〒532-8512 大阪市淀川区田川２-１-１１ （TEL）06-6390-5553　　http://www.daihen.co.jp/


